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子
どもたち

― 科学と宇 宙 の夢の城
児童文化センター・

ホール(仮称)の建設が
決まりました

区
で
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
は
ぐ
く
ま
れ
、
ま
た
、
愈
速
に
進
む
科
学

技
術
に
対
応
で
き
る
よ
う
「
足
立
区
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
(
仮
)
」の
建
設
を
決
定
し
ま

し
た
。
こ
の
施
設
は

、
子
ど
も
た
ち
の
科
学
に
対
す
る
関
心
や
豊
か
な
創
造
性
を
育
て
る
と
と

も
に

、
そ
の
健
全
育
成
や
生
涯
学
習
の
た
め
の
活
動
・
利
用
が
で
き
る
拠
点
と
な
り
ま
す

。

平
成
4
年
9
月
オ
ー
プ
ン
予
定

こ
の
施
設
は
、
栗
原
一
丁
目
都

営
住
宅
の
高
層
化
建
替
工
事
に
伴

っ
て

、
そ
の
敷
地
内
に
建
設
さ
れ

ま
す
。
地
上
3
階
、地
下
I

階
、延

べ
床
面
積
は
約
1

万
4

千
平
方

气

東
武
線
西
新
井
駅
か
ら
徒
歩

約
3
分
の
と
こ
ろ
で
す
。

来
年
度
中
に
着
工
、
平
成
4
年
9

月
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。施

設
の
内
容
は
、「
子
ど
も
科
学

セ
ン
タ
ー
」
「
健
全
育
成
セ
ン
タ

ー
≒

多
目
的
ホ
ー
ル

」の
機
能
を

持
つ
も
の
で
す
。

子
ど
も
科
学
セ
ン
タ
ー

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
遊
び
を
通

し
て
科
学
の
し
く
み
を
理
解
し
、

宇
宙
の
よ
う
す
を
擬
似
体
験
で
き

る
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
学
習
が

で
き
る
設
備
を
持
っ
た
子
ど
も
の

施
設
で
す
。

▽
科
学
関
係
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ール
ー
ム

▽
プ
ラ
ネ
ッ
ト
ーホ
ー
ル

▽
宇
宙
ス
ポ
ー
ツ
室

な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
端
技
術
を
駆
使
し
た
展
示
機

器
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
。
子
ど
も

た
ち
が
、「
見
て
、
触
れ
て
、
動
か

し
て
、
感
じ
て
、
考
え
る
」
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
創

造
力
を
高
め
、
科
学
へ
の
興
味
を

養
い
、
遊
び
の
要
素
を
取
り
入
れ

な
が
ら
科
学
の
原
理
・
原
則
を
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

プ
ラ
ネ
ッ
ト

ー
ホ
ー
ル
は

、
都

内
随
一
の
規
模
を
諤
り
ま
す

。
匱

径
2
3む
の
傾
斜
型
ド
ー
ム
を
持

ち
、天
井
い
っ
ぱ
い
に
映
し
出
す

全
天
綢
映
写
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

を
設
置
。
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
映
像

と
迫
力
あ
る
音
響
で
、
宇
宙
飛
行

や
宇
宙
遊
泳
の
感
覚
を
擬
似
体
験

で
き
ま
す
。

宇
宙
ス
ポ
ー
ツ
室
で
は
、
各
種

の
マ
シ
ー
ン
に
挑
戦
し
て
、
宇
宙

飛
行
士
に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
全
育
成
セ
ン
タ
ー

青
少
年
健
全
育
成
団
体
の
活
勳

拠
点
と
な
り
ま
す
。

▽
研
修
室

▽
団
体
活
動

室

▽
多
目
的
ス
ペ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
ま

す
。

P
T
A
、
青
少
年
委
貝
会
や
少

年
団
体
連
合
協
議
会
な
ど
、
健
全

育
成
に
関
係
す
る
人
々
や
団
体

が
、
研
修
や
研
究
、
討
巌
を
自
由

に
行
う
こ
と
の
で
き
る
場
と
な
り

ま
す
。
各
種
研
修
会
な
ど
催
し
も

開
催
で
き
ま
す
。

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
、
集
会
、
創
作
活

動
。展
示
会
な
ど
に
利
用
で
き
る

開
放
的
な
空
間
と
な
り
ま
す
。

多
目
的
ホ
ー
ル

約
崩
席
と
大
型
。コ
ン
サ
ー
ト

や
演
劇
、
映
画
な
ど
芸
術
文
化
の

鑑
賞
や
講
演
会
、
練
習
成
果
の
発

表
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
に
利

用
で
き
る
、
生
涯
学
習
の
拠
点
の

ひ
と
つ
と
な
り
ま
す
。

迢

童
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー

ル
(
仮
)
」
は
、
区
の
施
設
で
あ
る

セ
ン
タ
ー
と
、
高
層
都
営
住
宅
が

。共
生
す
る
〟

と
い
う
、
新
し
い

考
え
方
に
基
づ
い
た
施
設
で
す
。

広
場
を
囲
ん
で
一
体
と
な
っ
た
外

観
デ
ザ
イ
ン
と
な
る
予
定
で
す
。

な
お
、
大
規
模
施
設
の
た
め
、

工
事
が
長
期
に
わ
た
り
ま
す
が
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舍
・
生
涯
教
育

部
施
設
計
回

8
8
2
1
1
1
1㈹

▲ 完成予想図

全体図
――上から
環状7 号線、
都営 住宅( 高 層部分) 、
児童文化 センター・ホール

第1 回

足立区彫刻のまちギャラリー

作品公募 入賞・入選者発表

ま
ち
か
ど
や
公
園
に
、
そ
の

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
彫
刻
を

と
、
区
で
は
、「
彫
刻
の
ま
ち
ギ

ャ
ラ
リ
ー
」
を
閧
催
し
、
設
置

場
所
や
テ
ー
マ
を
生
か
し
た
作

品
を
一
般
公
募
し
ま
し
た
。

9
月
8
日
、
足
立
区
彫
刻
の

ま
ち
委
員
会
と
彫
刻
設
置
予
定

地
欹
の
地
元
委
員
が
、
応
募
の

あ
っ
た
4
3点
の
模
型
を
審
査
し

た
結
果
、
6
地
区
別
に
3
点
、

計
1
8点
が
入
選
し
、
入
選
の
中

か
ら
実
際
に
設
置
す
る
入
賞
作

品
6
点
が
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
1
1月
2
3日
閧
催
の
『
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
』会
場

で
、
入
賞
・
入
選
者
に
賞
状
を

贈
呈
し
、作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
来
年
3
月
に
は
、
完

成
作
品
を
一
斉
に
展
示
し
て

「
第
1

回
足
立
区
野
外
彫
刻
の

ま
ち
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
、
北
千

住
駅
前
で
開
催
し
ま
す

。

入
賞
・
入
選
さ
れ
た
方
は
、

次
の
と
お
り
で
す

。(
敬
称
略
)

【
入

賞
】

▽
柳
原
千
草
園
…
三
島
喜
一

▽
梅
田
六
丁
目
協
和
銀
行
前
…

鈴
木
明

▽
興
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
A

…
市
村
緑
郎

▽
興
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
B

…
中
村
茂
幸

▽
大
境
公
園
A

…
還
藤
幹
彦

▽
大
境
公
園
B

…
小
林
一
雄

【
入

選
】

▽
菱
田
新

▽
松
本
雄
治

▽
嵯
峨
英
二

▽
北
村
心一

▽

別
府
溥
文

▽
扼
原
正
夫

▽

湯
村
光

▽
錦
織
弘

▽
森
元

周
一
　
▽
本
田
貴
侶

▽
常
松

大
純

▽
槇
平
八
郎

問
合
せ
先

抛
足
立
区
ま
ち
づ

く
り
公
社
都
市
景
観
デ
ザ
イ

ン
室

　
8
8
2
-
1
1
1
㈹
内

線
4
5
4
3

「地球・ともだち」=
興本コミュニ
テ ィ道路B

「永遠のみち」=
梅田六丁目協和
銀行前

「
母
子
(
お
や
こ
)
」=

大
境
公
園
B

イベント～スポーツ籐騁空き状況～株式
天気予輟～驤ります・貰います～星占い
こまつた畸の110番～ 区内のみどころほか

フレッシュな情報を、まちに
茶の間にお届けします

あいネット2l
いよいよl 0月2日スタート! !

く わしく は本号4 ～5 面をご 覧く ださ い。

葦
立
ち

白
樺
の
葉
を
渡
る
風
に
、
秋

の
訪
れ
を
感
じ
る
8
月
末
の
鰹

井
沢
で
講
演
を
し
ま
し
た
。

自
治
体
の
ト
ッ
プ
(
市
長
、

町
長
)
が
集
ま
っ
た
セ
ミ
ナ
ー

に
招
か
れ
た
か
ら
で
す

。

テ
ー
マ
は
「
足
立
区
の
C
I

に
つ
い
て

」
で
し
た
。

高
齢
化
、
国
際
化
、
情
報
化

が
進
む
社
会
変
革
の
中
で

、
い

か
に
時
代
の
要
求
に
対
応
し
、

足

立
ら
し
歹

を
明
確
に
し

て
い
く
か

。
私
は
、
9
年
間
の

体
験
を
通
し
て

、
自
治
体
経
営

の
あ
り
方
を
述
べ
ま
し
た

。

熱
心
に
耳
を
傾
け
、
う
な
ず

き
、
メ
モ
を
と
る
方
々

。
そ
の

姿
に
同
じ
立
場
の
私
も
、
さ
ら

に
意
を
強
く
し
た
思
い
で
す
。

足
立
発
、
他
自
治
体
へ
の
情

報
発
信
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
区
か
ら
区
民
へ

の
新
情
報
発
信
は
1
0月
2
日
。

ロ
ー
カ
ル
キ
ャ
プ
テ
ン
に
よ
る

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」
の
開
始
で

す
。
テ
レ
ビ
型
の
端
末
機
を
設

置
さ
れ
た
区
民
も
瞋
人
を
超
え

た
そ
う
で
す
。

区
か
ら
の
お
知
ら
せ
だ
け
で

な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
空
き

状
況
を
見
、
予
約
が
で
き
る
こ

の
シ
ス
テ
ム
は

、
首
都
圏
で
は

朷
の
試
み
で
す

。

情
報
過
多
社
会
に
い
な
が
ら

逆
に
、
真
に
欲
し
い
情
報
が
手

に
入
ら
な
い
。
こ
う
し
た
悩
み

や
期
待
に
応
え
る
ニ
ュ
ー
メ
デ

ィ
ア
が
待
た
れ
て
い
ま
す
。

誰
で
も
、
い
つ
で
も
。
ど
こ

で
も
情
報
交
換
で
き
、
さ
ら
に

生
涯
学
習
や
産
業
情
報
の
交
流

に

。
あ
い
ネ
ッ
ト
を
こ
ん
な
メ

デ
ィ
ア
に
育
て
た
い
。

足
立
が
東
京
の
情
報
発
信
基

地
に
と
夢
は
ふ
く
ら
み
ま
す
。

区
長
古
性
直
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障害者とと もに生きる社会

障 害 福 祉

「ノーマライゼ ーション」 皆さんは 、
こ の言葉の 意味をご存じで すか? ノ ーマ
ライゼーシ ョン とは。高齢者も、若者も 、
障害者もそう でない人も 、すべて人間 と
し て晋通の生 活を 送るため 、ともに 暮ら
し 、ともに生き ぬくような 社会こそ、 ノ
ーマルである 、という考え 方です。
区 では、「障害 者とともに生 きる社会 」
の形成を目指し て、障害者 福祉の計画を
持 って実現に取り 組んでい ます。今回は、
そ の取り組み のい くつかを 紹介し ます。

思
い
や
り
の
あ
る

ま
ち

づ
く
り

陣
害
者
が
地
域
社
会
の
一
員
と

し
て
、
地
域
活
動
・
社
会
活
動
に

参
加
し
て
い
く
た
め
に
は
、
建
物

や
道
路
、
交
通
機
関
を
利
用
し
や

す
く
し
、
祠

理
的
な
壁
〟
を
取
り

除
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
の
中
で
、
障

害
者
や
お
と
し
よ
り
が
安
全
で
快

適
な
生
活
を
送
り
、
活
発
に
社
会

穆
加
で
き
る
よ
う
に
、
生
活
環
境

の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

区
で
は
、「
思
い
や
り
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
持
ち
、こ
れ
に
沿
っ
て
、区

の
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
民
間
の
施
設
に
つ
い
て

も
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
(仮
称
)の
開
設

区
で
は
、
体
に
障
害
を
持
つ
方

が
、
社
会
的
な
活
助
を
制
限
さ
れ

た
り
、
社
会
的
、経
済
的
、文
化
的

に
不
利
な
待
遇
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
り
、
障
害
を
持
つ
人
も
障

害
を
持
た
な
い
人
も
と
も
に
生
き

る
地
域
社
会
を
目
指
し
て

、
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
、事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
事
業
の
一
つ
が
「
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
よ

の
建
設
で
す
。

東
部
地
域
と
西
部
地
域
の
2
カ

所
に
建
設
す
る
計
画
で
、
東
部
地

域
と
し
て
。
現
在
、
神
明
南
2
-
6

に
i

部
陣
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
(
仮
称
ご
を
建
設
し
て
い
ま

す
。平

成
2
年
4
月
に
開
設
す
る
予

疋
で
す
。

こ
の
施
設
は
、2
階
建
、
延
べ

面
積
は
約
2
千
8
0
0平
方
む
あ
り

、

現
在
の
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
生
活
実
習
所
、
福
祉
作
業
所

を
統
き
し
た
施
設
で
す

。

事
業
内
容
と
し
て
、
脳
卒
中
や

交
通
事
故
な
ど
の
中
途
障
害
者
の

リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
事
業

や
、
障
書
者
の
福
祉
男
座
・
講
習

会
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
成
人
部
通
所
訓
練
や
重

度
心
身
障
書
者
の
日
常
生
活
訓
練

事
業
と
、
精
神
薄
弱
者
の
福
祉
作

業
訓
練
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

「
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
」

を
中
心
に
施
設
を
充
実

体
に
障
害
を
持
っ
た
方
が
地
域

の
中
で
生
活
し
な
が
ら
利
用
で
き

る
通
所
施
設
の
整
備
は
、「
障
害
者

と
と
も
に
生
き
る
社
会

を
実
現

す
る
う
え
で
燈
娶
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

近
年
、
脳
卒
中
な
ど
の
中
途
障

害
者
の
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
訓

練
希
望
者
が
増
え
、
特
に
養
護
学

校
卒
業
生
が
急
増
し
て
い
ま
す

。

区
で
は
、
こ
れ
ら
の
需
要
に
こ

た
え
る
た
め
東
西
の
2
ヵ
所
に
障

害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し

通
所
訓
練
定
員
を
増
や
し
ま
す
。

そ
し
て
、
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、区
内
の
障
害
福

祉
施
設
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
障
害
者
団
体
が
運
営
す
る
通

所
訓
練
施
設
と
作
業
訓
練
施
設
の

整
備
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
障
書
児
の
早
期
療
育
を

よ
り
充
実
す
る
た
め
、
幼
児
通
所

訓
練
事
業
を
、
平
成
3
年
度
か
ら

民
間
の
社
会
福
祉
法
人
に
委
託
す

る
予
定
で
す
。

現
在
の
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ

ー
移
転
後
の
跡
施
設
に
つ
い
て
は

降
害
者
団
体
等
の
貸
出
施
設
と
す

る
計
画
で
す
。

移
動
手
段
の
確
保

皿
害
者
の
生
活
圏
を
広
げ
、
社

会
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
に
は
、

移
動
手
段
の
確
保
が
重
要
で
す

。

現
在
、
自
動
車
に
関
す
る
各
種

の
補
助
や

、
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
新
た
に
身
体
障
害
者

用
三
輪
車
購
入
費
助
虞
制
度
を
設

け
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
身
体
障
書
者
が

身
体
陣
害
者
用
三
輪
自
転
車
を
購

入
し
た
場
合
に
、
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
育
成
・
援
助

障
害
を
も
つ
人
、
と
も
た
な
い

人
と
が
と
も
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政

に
よ
る
援
助
の
充
実
と
と
も
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
大
き
な
支
柱
と

し
て
地
域
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

区
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
育
成
、
援
助
を
行
う
た
め
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
を
強
化
し
事
業

を
増
や
す
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
助
の
拠
点
と
し
て

、
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア

ー
ホ
ー
ム
を
開
設
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
問
い
合
わ
せ

は
、
足
立
区
西
綾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ーホ
ー
ム
(
　
8
8
0
8
5
1
0
)へ
。

在
宅
福
祉
の
充
実

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供

重
度
の
障
客
者
は
、日
常
生
活

で
の
困
難
も
多
い
の
で
、家
事
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。

そ
こ
で
。手
話
奉
仕
鰔
、
ガ
イ

ド
ヘ
ル
パ
ー
、
重
度
脳
性
麻
痺
者

等
介
護
人
な
ど
の
派
遣
事
業
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
外
出
介
護

者
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を

さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

平成2 年4 月開設予定の東部障害福祉総合センター( 仮称)

実
習
所
で
の
作
業
風
景

中
学
生
　体
験
学
習

〝
梅
島
生
活
実
習
所
で
一
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〟
レ

ポ
ー
ト

夏
休
み
を
利
用
し
て

、
足
立

第
十
中
学
校
の
一
年
生
約
6
0人

が
、
梅
島
生
活
実
習
所
で

、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し

た
。約

6
人
ず
つ
で
1
0
日
間
に
分

か
れ
、
実
習
所
の
職
員
の
手
伝

い
を
中
心
と
し
た
体
験
学
習
で

す
。懼

れ
な
い
手
つ
き
で

、
車
い

す
を
押
し
て
障
害
者
の
介
助
を

し
た
り
。
作
業
に
一
緒
に
混
じ

り
、
障
害
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ま
し
た
。

穆
加
し
た
山
本
咲
子
さ
ん
の

グ
ル
ー
プ
は
。「
障
客
に
負
け
ず

み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
い
る
の

が
、
す
ご
く
印
象
的
で
し
た
」

「
障
害
を
持
つ
人
に
気
軽
に
声

を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た

」「
た
い
へ
ん
貴
重
な
体
験

で
、
と
っ
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た

」
と
、
自
分
た
ち
の
感
想

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。フ

ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
し
に
一
歩

近
づ
い
た
、
そ
ん
な
慝
じ
の
一

日
で
し
た
。

足立第十中学 校
山 本 咲子さ ん

「よいしょ、よいしょ」慣れない手つきで
車いすを押しました

第1 回区政モニターアンケート

障害者福祉とボランティア

9 割強が「活動に関心示す」

福
祉
施
設
は
と
か
く
地
域
住

民
に
な
じ
み
の
薄
い
き
ら
い
が

あ
り
ま
し
た

。
し
か
し
、
こ
れ

か
ら
は
逆
に
広
く
住
民
の
生
涯

学
習
や
生
き
が
い
を
生
み
出
す

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
活
用
し

て
い
く
発
想
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
「
障
害
者
福

祉
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し

て
は
「
非
常
に
関
心
が
あ
る

」
2
4
%

、
「
あ
る
程
度
関
心
が
あ
る

」
7
0
%

と
、
9
割
以
上
の
人
が
関

心
を
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

今
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
助
に
自

分
の
余
暇
時
間
を
振
り
向
け
る

か
に
つ
い
て
は
「
積
極
的
に
や

り
た
い
」
1
2
%
、「
で
き
る
だ
け

や
り
た
い
」
6
4
%
と
8
割
以
上

の
人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
自
分
の
余
暇
を
振
り
向
け
る

意
向
を
示
し
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
に
参
加
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
は
「
バ

ザ
ー
や
廃
品
回
収
」
5
2
%
、「
地

域
の
行
事
、
親
睦
会
な
ど
の
世

話
」
4
2
%
。

も
し
、
障
害
者
福
祉
の
お
手

伝
い
を
す
る
と
し
た
ら
「
朗
読
」
5
0
%

、「
趣
味
・
特
技
」を
生
か

し
た
こ
と
3
2
%
、
障
害
者
福
祉

施
設
へ
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
温
か

い

」
5
4
%
、「
'
悩

的
」
4
6
%
と

な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
の
中
で
の
福
祉
教

育
に
つ
い
て
は
「
大
変
必
要
」
5
2
%

、「
あ
る
程
度
必
要

」
4
6
%

と
、
大
部
分
の
人
が
必
要
性
を

認
め
、
内
容
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
体
験
J
5
8
%
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、情
報
公
開
課
、

図
宵
館
で
報
告
S
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

心
身
障
害
者
(
児
)

の

巡

回

相

談

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
対

象
に
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

補
装
具
、
就
職
な
ど
の
相
談

は
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
手
帳
交
付
の
相
談

は
各
福
祉
亊
務
所
で
行
つ
て
い

ま
す
。

日
時
H

月
2
2日
(
水
)
、午
後
1

時
～
5
時
(
受
付
は
午
後
3

時
ま
で
)

場
所

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ

定
員
1
0
0人
(
先
柵
順
)

申
込
方
法

福
祉
亊
務
所
の
窓

口
ま
た
は
電
話
予
約

受
付
期
間
1
0
月
2
4日
(
火
)

～
3
0日
(
月
)

申
込
・
問
合
せ
先

管
轄
の
福

祉
事
務
所
潭
害
者
援
護
係

※
当
日
、
車
で
の
来
場
は
、
な

る
べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

巡回相談申込・問合せ先心
身
に
障
害
を

も
つ
お
子
さ
ん
の

就
学
相
談

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
来
年
4

月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
心

身
障
害
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
お

子
さ
ん
に
つ
い
て
の
就
学
相
談

を
行
つ
て
い
ま
す
。

教
育
の
場
を
ど
こ
に
求
め
た

ら
よ
い
か
に
つ
い
て
、
専
門
の

相
談
員
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

日
時

毎
週
月
疆
日
～
金
曜
日

午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
セ
ン

タ
ー
教
育
相
談
係
就
学
相
談

担
当

　
8
5
9
9
5
3
1

心
身
障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
専
門
相
談

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
心
身
障
害
者
(
児
)
の
方
と

そ
の
家
族
を
対
象
に
、
専
門
家

に
よ
る
次
の
相
酸
を
行
つ
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
機
能
訓
練
、
生
活
用
貝
の
エ

夫
療
養
…
随
時
予
約
制

▽
つ
え
、
く
つ
な
ど
の
補
装
貝

相
談
…
毎
週
水
曜
日
、
午
後
2

時
～
4

時
(
予
約
な
し
)

補
装
具
の
紹
介

。
製
作
、
修

理
方
法
な
ど

▽
リ
(
ビ
リ
相
談
会
…
1
0月
と
1
2

月
に
自
宅
療
養
、
訓
練
を

し
て
い
る
方
を
対
象
に
実
施

▽
子
供
の
発
達
、
き
葉
の
遅
れ

に
関
す
る
事
…
随
時
予
約
制

心
理
指
導
貝
、
言
語
療
法
士

が
発
連
検
査
、
養
育
相
談
、

個
別
専
門
指
俥
を
実
施

▽
障
害
者
福
祉
制
度
紹
介
、
進

路
、
心
障
セ
ン
タ
ー
利
用
な

ど
…
随
時
受
付

申
込
・
問
合
せ
先

心
身
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
係

8
8
3
6
1
7
1

身
体
障
害
者
用
三
輪

自
転
車
の
購
入
費
を

助
成
し
ま
す

助
成
額

上
表
の
と
お
り

対
象
者
(
次
の
条
件
す
ぺ
て
に

該
当
す
る
方
)

▽
身
体
皿
害
者
手
帳
所
持
者

▽
区
内
在
住
の
方

▽
一
設

用
自
転
串
お
よ
び
一
般
用
三

輪
車
が
利
用
で
き
な
い
方

▽
身
体
障
害
者
用
三
軸
自
転

車
を
安
全
に
利
用
で
き
る
方

申
請
に
必
謇
な
も
の

▽
身
体

障
害
者
手
帳

▽
本
人
の
前

年
度
の
所
得
税
額
を
証
明
す

る
S
類

▽
印
か
ん

▽
身

体
瞬
害
者
用
三
軸
自
転
車
購

入
見
積
書

※
申
讀
に
あ
た
っ
て
は
、
瞬
害

の
程
度
等
に
よ
り

、
ど
の
よ
う

な
自
転
車
が
利
用
可
能
か
を
事

前
に
よ
く
調
ぺ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

障
害
福
祉
係

8
8
2
1
1
1
1
㈹

盲
人
用
信
号
機

作
動
中

国
道
4
号
線
、
千
住
三
丁
目

交
差
点
横
断
歩
道
で
は
盲
人
用

チ
ャ
イ
ム
付
信
号
機
が
作
動
中

で
す
。

こ
の
信
号
機
は
、
国
道
を
横

断
す
る
時
、
青
信
号
の
点
灯
中

に
メ
ロ
デ
ィ
を
流
し
、
盲
人
の

方
が
安
心
し
て
度
れ
る
よ
う

に
、
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
で
も
、
必
要
性
の
高
い
箇

所
か
ら
順
に
、
国
や
都
に
設
置

を
要
望
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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巡
回

健

康

診

査

現
在
、
主
婦
・
自
営
業
の
方
、

膸
店
で
働
い
て
い
る
方
な
ど
を
対

象
に
巡
回
僵
康
診
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。1
0月
9
日
(
月
)
が
最

終
日
で
す
の
で

、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日
程
・
場
所

左
衷
の
と
お
り

受
付
時
間

午
後
1
時
4
5分
～
2

時
4
5分

検
査
内
容

▽
結
核
検
診
(
胸
部
X

線
間
接
撮
影
)
　

▽
循
環
器

検
診
(
血
圧
測
定
・
尿
検
査
等
)

▽
歯
科
検
診
(
虫
歯
・
歯
石
等
)

費
用
1
0
0
円

申
込
方
法

匱
接
会
場
へ

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
(

　
8
5
5
4
1
5
1
)

、
千
住
保
健
所
(
　

瞋
4
2
7
7
)

、本
庁
舎
・
保
健

予
防
係
(

。。8
8
2
1
1
1
1㈹
)

巡回健康診査実施会場

み ん な の健 康
足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171

中 央 本町保 健相談所 　680- 5351

忘れずに受けましよう

定期予防接種

小

児

マ

ヒ

・
三

種

混

合
(

ジ

フ

テ

リ

ア

・
百

日

せ

き

・

破

傷

風

混

合
)

の

予

防

接

種

を

次

の

と

お

り

実

施

し

ま

す

。

□

小

児

マ

ヒ

生

ワ

ク

チ

ン

対

象

▽
1

回

目

…

昭

和
6
1

年
5

月
1

日

か

ら

平

成

元

年
4

月
3
0

日

ま

で

に

生

ま

れ

、
こ

の

予

防

接

種

を

一

度
も

受

け

て

い

な

い

幼
児

▽
2

回

目

…
昭

和
6
0

年
1
1
‥月
1

日

か

ら

昭

和
6
3

年
1
0
月
3
1
日

ま

で

に

生
ま

れ

、1

回

目

終

了

後
6

週

間
以

上

過

ぎ
て

い

る

幼
児

接

種
日

・

場

所

下

表

の
と

お

り

受

付

時

間

午

後
2

時

～
3

時

□

三

種

混

合

対

象

▽
I

期
(
3

回

式
)
;

昭

和
6
1
年
1

月
1

日

か

ら
6
2

年
9

月
3
0

日

ま

で

に

生

ま

れ

、
こ

の

予

防

接

種

の
I

期
を

終

了

し

て

い

な

い

幼
児

▽
H

期
(
1

回

式
)
…

昭

和
5
9
年
7

月
1

日

か

ら
6
1

年
3

月
3
1
日

ま
で

に

生

ま

れ

、I

期

終

了
後
1
年
以
上
過
ぎ
て
い
る
幼

児
接
種
日
1
0

月
4
日
吋

月
1
日
、1
1

‥月
2
9日
、1
2月
2
0日
(
各
水

曜
日
)

時
間

い
ず
れ
も
午
後
2
時
～
3

時
(
医
療
機
関
の
都
合
に
よ
り

一
邵
変
更
が
あ
り
ま
す
)

接
種
場
所

「
本
院
は
定
期
予
防

接
種
実
施
医
療
機
関
で
す

」
の

掲
示
の
あ
る
区
内
指
定
医
療
機

関
◎
定
期
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な

い
幼
児

▽
発
熱
し
て
い
る
か
、
著
し
い
栄

養
障
害
が
あ
る
幼
児

▽
心
臓
血
管
系
疾
患
、腎
臓
疾
患
、

肝
臓
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
幼

児
(
当
該
疾
患
が
急
哇
期
、
も

し
く
は
増
悪
期
、
ま
た
は
活
勳

期
に
あ
る
幼
児
)

▽
接
種
し
よ
う
と
す
る
予
防
接
種

に
よ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
異
常

な
副
反
応
を
起
こ
し
た
こ
と
の

あ
る
幼
児
、
ま
た
は
そ
の
お
そ

れ
の
あ
る
幼
児

▽
接
種
前
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(

ひ
き
つ
け
)
を
起
こ
し
た
幼
児

▽
小
児
マ
ヒ
予
防
接
種
に
あ
た
っ

て
は
前
記
の
ほ
か
、
下
婀
を
し

て
い
る
幼
児

《
ご
注
意
》

▽
2
種
類
以
上
の

予
防
接
種
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
幼
児
は
、
接
種
間
隔
な
ど
の

問
題
が
あ
り
ま
す
の
で

、
保
健

所
、
ま
た
は
保
健
予
防
係
に
ご

柤
談
く
だ
さ
い
。

▽
接
種
当
日
、
体
温
を
計
つ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
保
健
予
防

係
(
　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)
、足
立

保
健
所
(
　
8
5
5
4
1
5
1
)
、
千

住
保
健
所
(
　
鰤
4
2
7
7
)

な
お
、
小
児
マ
ヒ
ー
回
目
昭
和
6
3

年
1
1
(月1
日
か
ら
平
成
元
年
4

月
3
0日
生
ま
れ
の
方
、2

回
目
昭

和
6
3年
5
月
1
日
か
ら
6
3
年
1
0月
3
1

日
生
ま
れ
の
方
、
三
種
混
合
I

期
昭
和
6
2
年
4
月
1
日
か
ら
6
2年
9

月
3
0日
生
ま
れ
の
方
、
三
種
混

合
H
期
昭
和
6
0年
1
0月
1
日
か
ら

昭
和
6
1年
3
月
3
1日
生
ま
れ
の
方

に
は
、9
月
3
0日
ま
で
に
個
別
に

通
知
し
ま
す
。

秋
の
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
実
施
会
場

検
診
を
受
け
て
い
ま
す
か

結
核
予
防
週
間
9/ 24～30

□
安
心
す
る
の
は
ま
だ
早
い
結
核

国
民
痾
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い

た
結
核
も
、
今
で
は
命
を
お
と
す

病
気
と
考
え
る
人
が
い
な
い
ほ
ど

に
減
少
し
ま
し
た
。

こ
の
油
断
が
、
こ
こ
数
年
新
し

く
診
断
さ
れ
る
患
者
数
の
増
加
や

思
い
も
か
け
ぬ
集
団
発
生
と
な
っ

て
表
れ
て
い
ま
す
。

▽
足
立
区
で
も
、新
た
に
1
8
6
名
が

発
病6

3年
中
の
1
8
6名
を
加
え
、
足
立

区
で
は
、
現
在
千
1
1
3名
の
方
が
治

攅
を
受
け
て
い
ま
す
。
結
核
は
今

な
お
、
わ
が
国
最
大
の
伝
染
病
と

い
え
ま
す

。

▽
知
ら
な
い
う
ち
に
病
気
は
進

行
、
年
に
一
度
は
定
期
検
診
を

こ
の
病
気
は
、
結
核
菌
が
空
気

や
飛
沫
に
よ
っ
て
肺
に
入
り
、知
ら

な
い
内
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が

多
く

、
初
め
は
自
覚
症
状
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

。
こ
の
た
め
早

期
発
見
に
は
、
胸
部
X
線
検
査
が

必
要
で
す
。

ま
た
、
か
ぜ
の
よ
う
な
咳
が
出

た
り
、
血
た
ん
、
か
つ
血
な
ど
の

症
状
が
出
た
時
は
、
積
極
的
に
医

聚
機
閲
で
受
診
し
ま
し
ょ
う

。

発
病
予
防
に
は
、B
C
G

接
種

が
有
効
で
す

。
足
立
区
で
は
、3

ヵ
月
児
健
診
時
に
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

検
査
を
行
い

、
必
要
な
子
に
は
接

種
し
て
い
ま
す

。4
歳
禾
満
の
お

子
さ
ん
に
ま
だ
一
度
も
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
検
査
を
受
け
さ
せ
て
い
な
い

保
護
者
の
方
は
、
ぜ
ひ
管
輅
の
保

健
所
・
保
健
相
談
所
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

□
足
立
区
の
結
核
健
珍

区
で
は

、
次
の
よ
う
な
健
康
診

査
の
際
に
結
核
の
健
康
診
断
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

▽
学
校
、
住
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

会
場
と
し
て
巡
回
健
康
診
査

▽
保
健
所
、
保
健
相
談
所
で
の
一

般
健
康
診
査

健
康
診
査
の
機
会
の
な
い
方
は

ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

《
衛
生
部
・
保
健
予
防
係
》

保
健

所
の

日

誌

か
ら

歯
は
古
女
房
?

「
歯
は
大
丈
夫
な
は
ず
だ
っ

た
の
に
、
急
に
グ
ラ
グ
ラ
し
て

き
て

、
き
の
う
遂
に
抜
き
ま
し

た
よ
。
ト
シ
は
と
り
た
く
な
い

も
の
で
す
ね
エ
」

こ
ん
な
中
年
紳
士
の
会
話
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
歯
の
大
切

さ
は

。
噛
め
な
く
な
っ
た
り
、

抜
か
れ
た
時
に
し
み
じ
み
と
思

い
知
ら
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
歯
の
病
気
の
う

ち
、
大
人
に
と
っ
て
最
も
恠
い

の
は
薗
周
病
(
歯
槽
膿
漏
)
で

す

。
歯
を
支
え
て
い
る
歯
槽
骨

が
徐
々
に
溶
け
て
し
ま
い
、
歯

を
支
え
き
れ
な
く
な
り
、
噛
め

な
く
な
っ
て
、
最
後
に
は
歯
が

抜
け
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

歯
周
病
の
直
接
の
原
因
は
歯

垢
の
中
の
細
菌
で
す
。し
か
し
、

堅
い
も
の
を
あ
ま
り
食
べ
な
い

現
代
の
食
生
活
や
食
習
慣
に
よ

っ
て
、
歯
肉
や
歯
槽
骨
の
細
菌

に
対
す
る
抵
抗
力
が
衰
え
て
い

る
の
も
大
き
な
原
因
で
す

。

歯
周
鍔
を
防
ぐ
に
は
、
歯
に

も
身
体
に
も
良
い
食
事
の
工
夫

と
、
歯
ご
た
え
の
あ
る
も
の
を

積
極
的
に

、
良
く
噛
ん
で
食
べ

る
こ
と
が
大
切
で
す

。
ま
た
、

食
後
の
上
手
な
歯
磨
き
を
家
族

ぐ
る
み
で
習
慣
づ
け
て
い
く
こ

と
が
歯
の
健
康
を
守
る
基
本
で

す
。「

歯
っ
て
い
う
の
は
、
抜
か

れ
た
時
に
あ
り
が
た
み
を
思
い

知
ら
さ
れ
ま
す
ね
エ

。
実
家
に

帰
っ
ち
ま
っ
た
古
女
房
み
た
い

な
も
ん
だ
。
で
も
、
歯
は
、
あ

や
ま
っ
て
も
戻
っ
て
き
て
く
れ

な
い
し
ね
エ
…
」

中
年
紳
士
ド
ノ
の
ぽ
や
き
は

ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
で
す
。

《
保
健
所
・
歯
科
衛
生
士
》

酒

害
相
談

お
酒
で
悩
ん
で

い
る
方
へ

区
で
は
、
お
酒
を
や
め
た
い
が

や
め
ら
れ
ず
悩
ん
で
い
る
方
、
ま

た
は
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
専
門

医
、
保
健
婦
に
よ
る
酒
害
相
談
を

毎
週
1
回
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
仲

間
と
い
っ
し
ょ
に
相
談
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

場
所
・
日
時

▽
千
住
保
健
所
…

第
1
・
3
木
曜
日

▽
足
立
保

健
所
…
第
2
・
4
木
曜
日

※
い
ず
れ
も
、
午
後
1
時
3
0分
～
3

時
3
0分
。
事
前
に
連
絡
の
う
え

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
建
所
・

保
健
相
談
所

第
1
6回
足
立
区
民

健
康
ま
つ
り

日
時
9

月
3
0日
(
土
)午
後
1
時
I
4

時

場
所

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

内
容

健
康
に
つ
い
て
の
各
種
相

談
・
検
診
・
測
定
を
無
料
で
行

い
ま
す

主
催

足
立
区
医
療
6
団
体
(
医

師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師

会

、
柔
道
接
骨
師
会
、
鍼
灸
マ

ッ
サ
ー
ジ
師
会
、
助
産
婦
会
)

後
援

足
立
区

間
合
せ
先

足
立
区
薬
剤
師
会

　
靦
8
9
3
3

心
の
病
は
直
る
か

困
っ
て
い
る

家
族
の
た
め
に

碕
神
降
害
者
を
抱
え
て
お
悩
み

の
家
族
の
方
、
精
神
障
害
者
へ
の

適
切
な
対
応
の
仕
方
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
m

一
月
1
日
百
)
、
午
後
1

時
3
0分
～
3

時
3
0分

場
所

東
和
保
健
相
談
所

対
象

精
神
障
害
者
の
い
る
家
族

の
方

講
師

宮
内
勝
氏
(
東
京
大
学
医

学
部
附
属
病
院
精
神
科
医
師
)

定
員
3
0

人

申
込
・
問
合
せ
先

東
和
保
健
相

談
所

　
6
0
6
4
1
7
1

ご協力ください

10月の献血

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

。
日
程

は
右
表
の
と
お
り
で
す
。

受
付
時
間

い
ず
れ
も
午
前
1
0時
～
午
後
3

時
3
0分
(
昼
食
・
休
憩
時
閧
を
除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
亭
血
液
セ
ン
タ
ー
(

　
6
9
3
5
7
0
1
)
本
庁
舎
・
保
健
予

防
係
(

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

10月の献血日程表

若
が
え
り
健
康
作
戦

ヘ
ル
シ
ー
ミ
ド
ル
講
座

若
さ
を
保
ち
健
康
な
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
毎
日
の
生
活

の
中
で

。
正
し
い
習
慣
を
学
ぶ

こ
と
が
大
切
で
す
。

習
慣
婀
と
も
呼
ば
れ
る
成
人

訶
を
予
防
し
、
健
康
で
長
生
き

を
す
る
た
め
に
、
何
を
し
た
ら

よ
い
か
を
、
専
門
冢
の
話
を
ヒ

ン
ト
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
o

月
4
日
(
水
)
。
午
後
1

時
3
0分
I
3

時
3
0分

場
所

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ

対
象

区
内
在
住
の
方

講
師

嚶
田
光
夫
氏
(
お
だ
ス

マ
イ
ル
歯
科
医
院
長
)
、葛
木

み
ど
り
氏
(
東
京
文
化
短
期

大
学
教
授
)
、
川
人
明
氏
(
柳

原
病
院
医
師
)

定
員
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
・
問
合
せ
先

東
和
保
健

相
談
所

　
6
0
6
4
1
7
1
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10
月2
日

ス夕 ー ト !

『区の お知らせ』から『株価情 報』まで

あいネット 21

ワ
ン
タ
ッ
チ
で

フ
レ
ッ
シ
ユ
情
報
を

「あいネット21」かスタートします。刻々

と変わる細かい身近な情報が盛りだくさん。
簡単に欲しい回面が取り出せ、あなた自身か
ら情報を流すこともでき情報化時代に適応し

たシステムです。いろいろなケースに合わせ
てご利用ください。

では、情報の一部を紹介します。

あいネット21総 目次

1 井- プロフ ィール足立
2 算一見よう・聞こう・参廴加しよう3
井→施設紹介

4 算→困ったときの110番
5 井→あなたの掲示板
6 井→スポーツ方包言殳の

空き1犬1兄
7 井→女のチ ャネル
8 井→ニュー ス
9 井→天気予報
10井→ 株価情報
11井→なんで もクイ ズ足立
12井→足立なんでも1 番
13井→ 足立の見どころ
14井→相談案内
15鼻→防 災豆知識
16井→伝統行事・郷土芸能
17井一 足立区の文化財
18井→ショッピングニュース
19井一職員募集
20井→星占い
21井→I ncaseof t r oubl e

未
来
へ
の
か
け
橋

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」

区
で
は
、
2
1世
紀
に
向
け
、
二

ユ
ー
メ
デ
ィ
ア
(

新
し
い
膺
報
卮

違
手
段
)
を
利
用
し
た
地
域
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」

を
閧
晃
し
、
地
域
の
活
僅
化
と
区

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た

。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は

、
竃
話
回
線

を
利
用
し
て
各
家
庭
の
葵
の
関
の

専
用
テ
レ
ビ
(
端
末
機
)
に
、
文

字
と
図
形
で
膺
報
を
伝
え
る
も
の

で
す

。

区
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
又
化
・
ス

ポ
ー
ツ
公
廿
が
主
体
と
な
っ
て
運

営
し
ま
す
。

区
の
お
知
ら
せ
か
ら
株
価
情
報

ま
で
、
曽
さ
ん
の
生
活
に
役
立
つ

新
牟
な
情
賀
の
提
傴
や
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
予
約
業
務
を
行
い
ま
す
。

実
験
に
触
れ
操
作
し
た
い
方
の

た
め
に

、本
庁
舎
(

―
陪
ロ
ビ
ー
、5

鼈
広
賀
脈
)
、中
央
本
町
庁
舎
口

ビ
ー
、
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
各
1
台
ず
つ
、
公
社
施
般
で

も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
と
し
て
端
末
機
を
設

置
さ
れ
た
方
も
約
冦
人
。
あ
な
た

も
地
域
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

あいネット21
21 世 紀 へ 向 け て の

「足 立 イ ン フ ォ ー メ ー シ

ヨ ン ・ネ ッ ト ワ ー クJ

の 略 。|ま か に 「 足 立 ア

イ デ ン テ ィ テ ィy 愛 に

満5 た ま ち づ く り 」 の

意 味 が あ り ま す 。

見
よ
う
・
聞
こ
う
・
参
加
し
よ
う

色
で
知
る
開
花
情
報

区
内
に
は
、
四
季
の
変
化
か
味

わ
え
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
气

ボ
タ
ン
、
菊
、
そ
れ
ぞ

れ
の
花
の
朕
く
よ
う
す
で
、
季
節

の
到
粟
を
感
じ
る
万
。
図
面
の
花

か
色
づ
い
て
閲
花
情
報
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

季
節
の
移
り
変
わ
り
が
き
っ
と

侍
ち
還
し
く
な
り
ま
す
よ
。

開花情報
菊～都市農業公癬
見ごろマーク

-
11 月 に な り ま し た ら 見

ご ろ マ ー ク か 色 づ き ま
す 。 家 族 お そ ろ い で 、
お で か け く だ さ い 。-

」

家
庭
で
す
ぐ
に
確
認

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
空
き
状
況

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
到
央
。
青
空
の
下

で
プ
レ

ー
を
桑
し
み
た
い
人
に
は

欠
か
せ
な
い
崎
報
で
す
。

テ
ニ
ス
コ

ー
ト
や
野
球
場
の
令

き
状
況
が
家
庭
で
す
ぐ
に
確
肥
で

き
、
電
話
で
予
約
が
で
き
ま
す
。

ま
た
。
平
成
2
作
1
月
の
利
用

分
か
ら
申
し
込
み
が
「
「
ガ
キ
抽

選
」
に
変
わ
り
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
抽
選
を
卜
い
、
結
果
通
知

を
送
付
。
今
ま
で
の
抽
選
会
が
な

く
な
り
便
利
に
な
り
ま
す
。

テニスコート12 月
m 北刊主
回 尾竹橋
固 宮 元
回 竹の塚

国 上沼田
固 平 野
圉 総スポ
圄 都市農

こ
ま
っ
た
時
の
1
1
0番

お

と

し

よ

り

の

悩

み

ご

と

福

祉

情

報

も

子
ど
も
や
お
と
し
よ
り
は
、
い

つ
ヶ
が
や
軻
只
に
な
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

の
情
報
と
し
て
救
急
病
院
や
休
日

診
釐
を
竚

う
て
い
る
病
跳
の
一
覧

表
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
保
育
園
や
幼
稚
園

の
申
請
、
お
と
し
よ
り
の
悩
み
ご

と
な
ど
の
福
祉
情
田
が
あ
な
た
の

お
役
に
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ まっ たときの110 番
119 病 気 邨4 身近なトラブル

爿 →こ ども 紿 →貨付金・生 活費
り
渭→お年 ・・6#- 仕癢と経営

、・このほかの悩みごと相談についてL
は、総もぐじ14#・( 相談案内) で
ご案内しています。t

身近なトラブル

1# →犬・狠5# →街昜灯
鴆 一ねずみ・襄虫6#- <* 築紛争
3# →ゴ ミ7#4 淌費者・食品1#
→公 害1 ラブル

118#
→公共下水道

消費者・食品トラブル
● 契 釣 ・ 購 入 し た 商 品 に つ い て 、

疑 問 や 不 審 な 点 が あ っ た と き

… … …… i 自費 者 相 談 コ ー ナ ー へ 。

O880- 5380

● 食 品 の 腐 敗 や 添 加 勧 に 関 す る 售

情・。・・各 保 健 所 の 食 品 衛 生 認 へ 。

霖 足 立856- 4151 千 僅£88- 4277

東
京
ド
ー
ム
ご
招
待

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1・オ
ー
プ
ニ
ン
グ

記
念
」ク
イ
ズ
当
遇
者
が
決
ま
る

あ
だ
ち
広
報
8
月
1
5日
号
の

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1・
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
紀
念
」
ク
イ
ズ
に
多
取
応

募
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
回
答
者
3
7
8

人
の
う
ち

、
抽
選
で
次
の
2
5組

(
5
0人
)
の
方
が
当
遇
し
ま
し

た
(
敬
称
略
)
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

荒
井
正
子
(
谷
中
一
丁
目
)
、

石
塚
茂
(
竹
の
獵
三
丁
目
)
、
伊

東
り
ん
(
日
ノ
出
町
)
、
羝
老
原

央
江
子
(

六
木
二
丁
目
)
大
山

焚
知
子
(
平
野
三
丁
目
)
、岡
田

ト
シ
子
(

西
伊
興
四
丁
目
)
示

川
清
二
【
六
月

】丁
目
)
、小
田

孝
則
(
W

并
三
丁
目
)
、金
杉
陵
(

神
明
三
丁
目
)
、車
野
千
枝
子

(青

井
四

丁
目
)

、久

保
真

理
子

♀

僅

四
丁
目
)

、小

林
正

葵
(

関

原
三

丁
目
)

、佐

藤
秀

一
(

舎
人

六
丁

目
)

、
下
鳴

正
冶
(

中
川
二

丁
目
)

、鈴

木
朋

子
(

梅
島

三
丁

目
)

、
須
田

宏
信
(

東

伊

興
二
丁

目
)

、
関
崎

直
美
(

保

木
間

一
丁

目
)

、
田
中

慎
太

郎
(

西

新
井

二

丁
目
)

、一

飼
佳

津
子
(

柬
六

月

町
)

、
長

江

幹

子
(

関

原

二

丁

目
)

、
原
田

砂

梳
子
(

輿

野
)

丁

目
)

、
矢
地

久
子
(

竹
の

詼
三

丁

目
)

山

岸
令

子
(

江

北

四

丁

目
)

、
山
崎

行
男
(

竹
の

獵
三

丁

目
)

、
山
下

敬
酘
(

花
畑

五
丁

目
)

「
女
の
チ
ャ
ネ
ル
」で
知
る

フ
レ
ッ
シ
ュ
情
報

フ

レ
ッ

シ

ュ
で
お

得
な

情
報

か

「

女
の
チ

ャ

ネ
ル

」で

見
る
こ

と

が

で
き

ま
す

。

ま

た

、「

星
占
い

」
、「
な
ん

で

も

ク
イ

ズ

足

立
友

ど
娯

桑

と
し

て

楽
し
め
る
憐
報
も
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

平
凧
2
民
度
以
降
は

、「
足
立
の

見
ど
こ
ろ
」
も
喨
々
と
登
場
し
ま

す

。

財
テ
ク
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

便
利
な
株
価
情
報

棟
を
お
持
ち
の
万
、
興
味
の
あ

る
万
に
便
利
な
膺
賀
で
す
。

1
日
7
回
の
速
報
が
見
ら
れ
、

そ
の
日
の
株
価
の
励
き
、
株
式
市

蜴
の
動
向
な
ど
を
つ
か
む
こ
と
が

で
き
、
投
資
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
画

面
で
す
ぐ
う
か
が
え
ま
す
。
あ
な

た
の
財
テ
ク
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

NTS 株 式 情 報 サ ー ビ ス

株式情報目次( 東証一都、二部)

国
際
化
に
も
対
応

国
際
化
の
進
む
中
で
、
屍
在
足

立
区
に
は
約
1
万
2

千
人
の
外
国

人
か
居
住
し
て
い
ま
す
。

区
内
に
住
ん
で
い
る
外
国
の
方

の
日
常
生
活
に
役
立
つ
英
語
版
の

燐
報
私
鳧
叫
し
ま
す
。

I n　case
of　t roubl e
I n　case　of 　t r oubl e

さ
ら
に
便
利
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
め
ざ
し
て

来
年
慶
以
降
は
、
区
内
の
公
共

植
腿
や
民
間
の
団
体
、
企
業
も
情

報
提
供
者
と
し
て
番
加
。

「
グ
ル
メ
」「
趣
味
」と
い
っ
た

ほ
と
り
の
佳
泄

冊
報
や
区
民
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン

嚊

報
、
金
廠
、
殿

資
、
買
初
情
報

や
電
気
、
ガ
ス

な
ど
の
公
共
、

公
窟
情
報
も
加

え
、
さ
ら
に
便

利
な
憤
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
つ
く

り
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

あ
い ネッ卜 21の 操作 方法

施設紹介
1 井→ 文イヒ・ネ土会 麈攵f 方包設2
井→ スポ ー ツ施i言殳

3 井→ 宿 泊施i言殳
4 井→ 公 園 ・ 緑i苴

文化・社会教育施設紹介
1# →郷土博佃館
2# →婦人穐合センター3#
→地域社会教育館

4#4 動労福祉会館
5# → 青年センター

6渭→児童館沛人館
倡

秒-

M
m
万
法
か
い
汾
-
。と
冫

た
け
な
の
て
n
吭
・
伺
・
y
一

七
网
吻
配
か
り
』
-
い
乍

3
#

を
迎

し
て
・
』・

郷 土 博 物 館( きょうどはくぶつかん)

足立区の歴史、考古民族の各耋責料

を館内に癢示してあ・Jます。
大谷田5- 20- 118620- 393

バス【亀有駅北 口一六ツ木都11
郷土博物館前下車
入館料: 一般2 ● 円、小・中学生 】0円

もくt 哨J S

写
真
で
た
ど
る

足
立
た
い
む
と
ら
べ
る

の
ど
か
な輿

入
れ
風
景

写
真
の
嫁
入
り
道
具
を
邏
ぶ

要
は
、
明
治
の
末
に
撮
彫
さ
れ

た
も
の
。
撮
影
輿
所
は
、
興
野

二
丁
目
に
あ
る
輿
野
神
社
と
貳

堋
寺
の
聞
の
道
で
す
。

当
時
こ
の
辺
は
畑
か
多
く
、

な
が
め
が
よ
く
。
こ
の
場
所
か

ら
西
新
井
大
師
が
見
え
た
そ
う

で
す
。

輿
入
れ
先
の
千
住
ま
で
花
嫁

さ
ん
は
人
力
車
に
乗
り
、
嫁
入

り
逎
具
は
大
八
卑
に
。
こ
の
こ

る
は
媒
入
n
と

い
う
と
。
多
く

の
見
物
人
が
集
ま
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

了
真
提
供
・
:鈴
木
寿
美
枝
さ
ん

(
興
野
二
丁
旦

昔の写真を募集します このコーナーに提供していただける音の
写真がありましたらご連絡ください。
連絡先 本庁歯・広報課a882 一一1111(代)

身近 な自然
コ オ ロ ギ

践
S
の
厳
し
か
っ
た
夏
も
終

わ
り
、
吹
く
風
も
す
っ
か
り
秋

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
こ
こ
ち
よ

い
風
に
ふ
か
れ
、
晒
く
な
り
か

け
た
夕
万
、
そ
ぞ
ろ
瀟
を
歩
い

て
い
る
と
、
瀘
端
の
蕈
か
げ
か

ら
聞
こ
え
て
く
る
虫
の
声
に
、

ふ
と
足
を
止
め
る
こ
と
が
、
し

ぱ
し
ば
あ
り
ま
す
。

コ

ロ
コ
ロ
リ
ー
、
チ
ー
チ
・

チ
、
リ
ー
ン
リ
ー
ン
リ
ー
ン

、

ジ
ッ
ジ
ッ
ジ
ツ

、
チ
ン
チ
ロ
チ

ン
チ
ロ

、
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ

ャ
、
チ
リ
リ
リ
リ
…
……

回
と
す
ば
ら
し
い
里
た
ち
の
&

暘
で
し
ょ
う
。
変
化
に
富
ん

だ
鳴
き
声
、
岷
く
き
れ
い
な
麿

ん
だ
嚊
き
声
、
い
つ
ま
で
も
飽

き
ま
せ
ん
。
呵
十
河
百
と
い
う

秋
の
足
の
音
楽
冢
た
ち
の
コ
ン

ク
ー
ル
の
よ
う
で
す
。

そ
の
中
で
も
、
一
番
の
お
馴

じ
み
は
、
コ
オ
ロ
ギ
で
し
ょ
う

か
。
ミ
ツ
カ
ド
コ
オ
ロ
ギ
、
エ

ン
マ
コ
オ
ロ
ギ
な
ど
種
類
も
多

く
、
蕈
む
ら
や
枯
章
の
下
、
石

か
け
な
ど
あ
ら
ゆ
る
所
で
容
易

に
見
つ
け
ら
れ
ま
す
。
く
り
く

り
し
た
無
茶
の
か
た
い
頭
と
ひ

ら
た
い
体
は
、
す
ぐ
そ
れ
と
分

か
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
同
じ
よ
う
に
聞

こ
え
る
鳴
き
声
も
、
よ
く
聞
く

と
コ
ロ
コ
ロ
リ
リ
リ
と
、
な
わ

ぱ
り
を
示
す
'
本
鳴
き
」
と
、

コ
ロ
コ
ロ
リ
ー
と
露
わ
り
を
や

さ
し
く
の
ぱ
し
て
メ
ス
夸
く
ど

く
『
誘
い
鳴
き
』
、
そ
し
て
オ
ス

キ
リ
ツ
と
強
く
短
く
鳴
く
t
争

い
鵈
き
』
か
あ
る
そ
う
で
す
。

羽
を
こ
す
り
台
わ
せ
る
強
さ
や

角
度
な
ど
を
変
え
る
こ
と
で
、

オ
ス
は
い
ろ
い
ろ
な
鳴
き
方
が

で
き
る
の
で
す
。

た
ま
に
は
秋
の
夜
な
が
、
ゆ

っ
た
り
し
た
気
分
で
微
妙
な
鳴

き
万
を
聞
き
分
け
ら
れ
る
ま
で

耳
を
環
け
て
い
た
い
で
す
ね
。

A
古
千
谷
小
教
頭武

田
輝
男
V

郷

土
博

物
館

開
館
三
周
年
記
念
特
別
展

「
鷹
狩
り
、そ
の
技
と
こ
こ
ろ
」

特
別
展
、近
く
開
催
へ

郷
土
博
初
館
で
は
聞
館
三
周

年
を
配
念
し
て
「
罵
雰
り
」
を

テ

ー
マ
に
し
た
特
別
晨
を
9
催

し
ま
す
。

タ
カ
と
い
う
励
物
は
、
目
の

鋭
さ
や
す
ぱ
や
い
勳
き
か
ら
、

ど
う
硫
な
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま

す
。
し
か
し
実
際
は
た
い
へ
ん

神
経
質
で
皿
細
な
と
こ
ろ
が
あ

る
鳥
な
の
で
す
。
こ
の
タ
カ
を

飼
い
憤
し
、
箋
物
を
タ
カ
に
捕

え
さ
せ
る
の
が
鷹
狩
り
で
す
。

こ
の
狩
猟
法
は
古
代
中
央
ア

ジ
ア
か
ら
お
こ
り
、日
本
で
は

『
日
本
魯
紀
』に
よ
れ
ば
5
世
紀

の
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
に

窿
か
れ
て
い
ま
す
。
贋
物
を
捕

え
る
こ
と
以
前
に
こ
の
猟
法
に

は
、
一
を
拵
た
な
い
人
禎
が
、

空
高
く
飛
び
力
強
く
寮
物
を
お

さ
え
る
場
面
に
大
き
な
あ
こ
が

れ
を
も
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

現
代
の
あ
ち
こ
ち
で
自
然
か
失

わ
れ
て
い
く
中
で
、
自
然
と
の

対
話
な
し
で
は
成
り
立
た
な
い

「
鷹
狩
り
」
を
継
承
し
て
い
る

人
々
も
い
ま
す
。

「
鳳
狩
り
峇
と
お
し
て
、
は

る
か
莟
か
ら
の
動
物
と
人
問
と

の
か
か
わ
り
、
さ
ら
に
人
類
と

自
然
と
の
調
和
に
つ
い
て
考
又

て
み
ま
せ
ん
か
。
来
館
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
1
0
月
1
日
1
H
月
2
3日

(毎
週
月
曜
日
除
く
)
、
午
前

9
時
～
午
優
5
時

入

館
料

大

人
屁
円

、
小

中

学

生
川

円

、

団
体

励

名
以

上
)
　

は
通

常
の

半
額

※
1
0

月
1

日

と
1
1

月
3

日

は

、

無

科
公

開
日

で
す

。

関
連
行
事
講
演
・
・
『
1
1
月
4
　

日
、上
村
厚
之
氏
百
本
圃
　

愿
、
「花
鳥
回
と
自
然
覿
」　

実
演
。
。-
1
1
月
5
日
、
「現
代
の
　

湾

匠
に
よ

る

茂
鷹

実
演

」

※
5

募
方

法
は

、
本

紙
1
0

月
5

日

号

を
ご

覧
く

だ
さ

い

。

問
合
せ

先

曷

土
博

物
館

豐
a
9
3
9
3

手
記
・
聞
き
書
募
集

語

り

継

ぐ

ふ
る
さ
と
足
立

明
治
か
ら
平
成
ま
で
の
足
立

の
く
ら
し
体
験
配
を
募
集
。
お

化
け
煙
突
や
千
僅
大
豸
、
農
村

虱
果
の
配
憶
や
当
時
の
く
ら
し

ぷ
り
な
ど
、
町
と
村
の
生
活
の

思
い
出
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・
手
記
の
耶

応
募
資
格

図
岷
以
上
で
区
内

在
庄
、在
励
の
方
(
在
住
・
在

勤
歴
の
あ
る
方
も
含
む
)

規
格

原
稿
用
紙
(
枷
字
詰
め
)
　
5

枚
か
ら
1
0枚
程
度

申
込
方
法

題
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
I
給
電
号
、封
筒

に「
手
配
」と
明
配
し
郵
送

・

闃
き
書
の
都

応
募
資
格

不
問

規
格

原
柵
用
紙
(
槇
手
詰
め
)

5
枚
程
度

申
込
万
法

嘔
名
、
住
所
、
氏

名
、年
齢
(
小
中
高
生
は
学
校

名
、学
年
)
、電
話
番
号
、話
し

手
の
氏
名
お
よ
び
年
齢
、
話

し
手
と
聞
き
手
の
闘
係
、
封

簡
に
『
聞
き
S

』と
明
記
し

郵
送

申
込
期
限

平
成
2
年
2
月
2
8

日※
応
募
作
品
は
郷
土
耳
物
館
で

選
択
・
編
集
し
文
集
を
出
版
し

ま
す
。
な
お
、
応
募
舌
に
は
紀

念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

郷
土
博
物
館
を

描
こ
う
!
!

郷
土
悼
初
館
闃
館
三
周
年
を

紀
念
し
て
、
悼
物
館
の
建
物
ま

た
は
庭
園
(
柬
溯
江
庭
園
)
を

題
材
に
し
た
絵
回
作
品
を
募
集

し
ま
す
。
に
募
癰
に
は
、
記
念

品
進
旦
。

応
募
宣
格

区
内
在
住
の

方

(小
・
中
・
高
生
を
含
む
)

規
格

画
用
紙
八
つ
切
り
か
ら

四
つ
切
り
程
气

彩
色
画
材

自
由

申
込
方
法

回
用
紙
一

面
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
(
小
・
中

・
高
生
は
学
校
名
、
学
年
)
、

I
話
番
号
を
紀
入
し
、
折
れ

な
い
よ
う
に
し
て
郵
送
ま
た

は
持
参

申
込
期
阻
1
1

月
刃
日

※
作
品
展
示
合
の
唆
、
優
秀
作

品
は
随
時
薄
初
屁
の
ポ
ス
タ
ー

原
圃
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
心
募
作
品
は
原

則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま

た
。
版
権
は
教
育
委
貝
会
に
所

属
し
ま
す
。

―

い
ず
れ
も―

申
込
・
問
合
せ
先

擺
土
博
物

館

〒
図
大
谷
田
5
-
2
0
-
　
l
a
a
9
3
9
3

鷹狩一覧( 埼玉県立博初館載)
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日ごろ の成果を
発揮し ましよう

第42 回 区民体 育大 会

□
空
手

日
時
1
0
月
2
9日
(
日
)
、午
前
9

時
～
午
後
7
時

場
所

中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
体
育

館

参
加
資
格

区
内
在
住
の
方
ま
た

は
連
盟
会
員

種
目
・
竸
技
方
法

組
手
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト

参
加
費
　
一
般
～
高
校
生
千
円
、

中
・
小
学
生
迦
円

申
込
方
法

団
体
責
任
者
が
一
括

し
て
、
匱
接
申
し
込
み
先
へ

申
込
期
限
9

月
2
9日

申
込
・
問
合
せ
先

米
元
灣
(
谷

中
3
-
4
-
5

　
莇
8
4
5
0
)

□
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

日
時
・
場
所
・
竸
技
種
目

▽
1
0

月
1
5日
、
鹿
浜
セ
ン
タ
ー
。
シ

ン
グ
ル
ス
1
男
女
と
も
A
(

自

由
)
、B
(

朷
心
者
)

▽
1
1月
卜一
日
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
ダ
ブ
ル
ス
…
男
女

と
も
A
(
自
由
)
、B
(初
心
者
)
、C
(

壮
年
)

※
い
ず
れ
も
、
午
前
9
時
か
ら
。

参
加
資
格

区
内
在
住
(
中
学
・

高
校
生
を
除
く
)
・
在
動
の
方
、

協
会
会
貝

参
加
費

▽
シ
ン
グ
ル
ス
・・
I
人

千
旛
円

▽
ダ
ブ
ル
ス
…
I
組

2
千
円

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
て
、

直
接
申
し
込
み
先
へ

申
込
期
限

各
大
会
1
0日
前

申
込
・
問
合
せ
先

ツ
パ
メ
ヤ
ス

ポ
ー
ツ
店
(
千
住
3
1
1
9
　
8
8
8
8
3
3
1
)

は つらつプ レーで 、さわや かな汗

お
い
て
く
だ
さ
い

消
費
者

展

テ ーマ

育てよう
未来に残す
良いくらし

日
時

▽
1
0月
6
日
(
金
)
、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
▽
1
0月
7
日

(土
)
、
午
前
1
0時
～
午
後
2
時

場
所

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

内
容

展
示
コ
ー
ナ
エ

水
問
題
、

自
然
食
品
問
題
な
ど
)
、防
災
コ

ー
ナ
ー
、公
共
企
業
コ
ー
ナ
ー
、

バ
ザ
ー
な
ど

※
区
お
よ
び
消
費
者
友
の
会
の
共

催
。

問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン
タ
ー

　
膕
5
3
8
5

ご
寄
贈
く
だ
さ
い

生
活
用
品
バ
ザ
ー
出
品
物

1
0月
6
・
7
日
の
消
費
者
展
で

「
生
活
用
品
バ
ザ
ー
」
を
閧
催
し

ま
す
。
充
上
金
は
、
す
べ
て
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
心
温
ま
る
ご
寄
贈
を
お
願

い
し
ま
す
。

品
物
の
受
け
付
け
は
次
の
と
お

り
で
す
。

受
付
日
時
9

月
2
8日
、午
前
1
0

時
～
午
後
3
時

場
所

消
費
者
セ
ン
タ
ー

受
付
品
目

十
分
使
用
で
き
、
灣

濔
か
つ
安
全
な
日
常
生
活
用
品

受
け
付
け
で
き
な
い
品
目

▽
衣

類

▽
食
料
品

▽
医
薬
・
化
粧

品

▽
勳
植
物

※
消
費
者
セ
ン
タ

ー
で
は
、
バ
ザ
ー

に
持
ち
込
む
こ
と

の
で
き
な
い
よ
う
な
大
型
の
生
活

用
品
を
「
譲
り
た
い
」、「
欲
し
い

」

と
い
う
方
の
た
め
に
、
カ
ー
ド
式

の
嘴
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン
タ
ー

　
8
8
0
5
3
8
5

消費者連続講 座

食品安全学入門

食と環境を考える

現
代
社
会
の
急
激
な
変
化
の
中

で
、
私
た
ち
の
『
食
』
の
安
全
は

十
分
に
保
た
れ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
環
境
の
さ
ま
ざ
ま
な
汚
染
が

複
合
す
る
中
で
、
私
た
ち
の
体
に

い
ろ
い
ろ
な
変
調
が
表
わ
れ
て
き

て
い
る
よ
う
で
す

。

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
食
品

の
安
全
に
つ
い
て
、
ま
た
、
食
と

環
境
に
つ
い
て

、
共
に
学
び
、
考

え
る
連
続
講
座
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
・
内
容

右
表
の
と

お
り

定
員
・
費
用
7
0
人
、無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン

タ
1

・
1
8
8
0
5
3
8
5

消費者連続講座「食品安全 学入門」

場所: 消費者センター　時間: いずれも午前10時～正午 慰
労
品
を
贈
呈
し
ま
す

●
恩
給
欠
格
者

●
戦
後
、ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
の
地
域
で

強
制
抑
留
中
、死
亡
さ
れ
た
方
の
遺
族

次
の
方
々
に
慰
労
品
を
贈
呈

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
恩
紿
欠
格
者
の
皆
さ
ん
へ

い
わ
ゆ
る
恩
紿
欠
格
者
の
方

で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
に
、
書
状
(
内
閣
総
理
大
臣

名
)
を
贈
呈
し
ま
す
。

▽
外
地
等
に
勦
務
し
た
経
験
を

有
す
る

▽
加
算
年
を
含
め
た
在
職
年
が

3
年
以
上

▽
請
求
時
に
お

い
て
日
本
国

箒
を
有
す
る

さ
ら
に
、7
0

歳
以
上
の
方
に

は
高
齢
者
の
順

か
ら
銀
杯
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
次
の
方
々
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

▽
恩
給
法
で
い
う
旧
軍
人
軍
羈

で
、
年
金
た
る
恩
給
ま
た
は

旧
軍
人
單
属
と
し
て
の
在
職

に
関
連
す
る
年
金
た
る
紿
付

を
受
け
る
檜
利
を
有
す
る
方

▽
恩
紿
欠
格
者
の
ご
遺
族
、
お

よ
び
戦
後
、ソ
逓
ま
た
は
モ

ン
ゴ
ル
の
地
域
に
強
制
抑
留

さ
れ
日
本
に
帰
還
さ
れ
た
方

▽
軟
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

霑

上
の
軍
属
「
雇
貝
ヽ
刪

人

、エ
員
等
」お
よ
び
凖
軍
属

の
方

請
求
先

平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
・
業
務
第
一
課
(
〒
1
1
2

文
京
区
大
塚
5
-
3
-
1
3
)

②
戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ

ル
の
地
域
で
強
制
抑
留
中
、
死

亡
さ
れ
た
方
の
遺
族
の
皆
さ
ん

へ
戦
後
、ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ

ル
の
地
域
で
強
制
抑
留
中
に
死

亡
さ
れ
た
方
(
帰
還
途
上
死
亡

さ
れ
た
方
も
含
む
)
の
ご
遺
族

で
、
平
成
元
年
9
月
1
日
日
本

国
籍
を
有
す
る
方
に
、
内
閣
総

理
大
臣
名
の
慰
労
品
(
書
状
・

銀
杯
)
を
贈
呈
し
ま
す
。

請
求
期
限
5

年
3
月
3
1日

※
戦
後
、
同
地
域
で
強
制
抑
留

さ
れ
、
日
本
に
帰
還
さ
れ
た
方

々
に
も
、
慰
労
品
の
贈
呈
を
行

っ
て
い
ま
す
。

請
求
先

平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
・
業
務
第
二
課
(
〒
1
1
2

文
京
区
大
塚
5
1
3
-
1
3
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

請
求
方
法

請

求
書
類
を
直

接
「
平
和
祈

念
事
業
特
別

基
金
」
あ
て

に
送
付

請
求
書
類
交
付

場
所

本
庁
舍
・
民
生
係

問
合
せ
先

平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
、
①
に
つ
い
て
は
業

務
第
一
課
(
　
喝
4
7
0
4

・
4
7
2
2
)
、②
に
つ
い
て

は
業
務
第
二
課
(
　
9
4
5
4
7
0
3

・
4
7
0
7
)
、ま
た
は

①
、
②
と
も
区
・
本
庁
舎
・

民
生
係
(
0
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

おとしよりの方へ

民間アパートを
あっせんします

区
で
は

、お
と
し
よ
り
の
方
に
、

民
間
ア
パ
ー
ト
を
あ
っ
せ
ん
し
て

い
ま
す

。

住
宅
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る

方
は
、
区
内
に
1

年
以
上
お
住
ま

い
の
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い

方
で
、
次
の
要
件
を
爾
え
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す

。

▽
6
5歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
だ
け

の
世
帯

▽
健
康
で
経
済
的

に
独
立
し
て
日

常
生
活
を
営
め

る
方

▽
立
ち
退
き
要
求

を
受

け
て

い

る
、
ま
た
は
安

全
・
健
康
上
著

し
く
環
境
の
悪

い
住
宅
に
住
ん

で
い
る
方

▽
身
元
保
証
人
が

得
ら
れ
る
方

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舍
・
老
人

福
祉
係

　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

高齢者住宅あっせんのしくみ

く
ら
し
の

情
報

福

祉

無
料
乗
車
券
を

交
付
し
ま
す

都
営
交
通
機
関
が
利
用
で
き

る
釿
し
い
無
料
乘
車
券
を
9
月
2
6

日
(
火
)
か
ら
交
付
し
ま
す

。

対
象

①
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
(
1

級
～
6
級
)

②
愛
の
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
(
―
度
～
4
度
)

③
戦
傷
痾
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
て

、
特
別
項
症
～

第
6
項
屁
お
よ
ぴ
第
1
款
症

～
第
5
款
症
(
第
7
項
症
を

含
む
)
の
方

④
被
僖
者
健
康
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
て

、
特
別
被
爆

者
健
康
手
帳
と
認
定
書
を
お

持
ち
の
方
。
ま
た
は
健
康
管

理
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

て

、
認
定
書
と
被
爆
者
健
康

手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方

⑤
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

世
帯
の
世
帯
員
1
人

⑥
旧
母
子
福
祉
年
金
の
支
給

を
受
け
て
い
る
世
帯
の
世
帯

員
―
人
(

証
書
必
要
)

⑦
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を

受
け
て
ぃ
る
世
帯
の
世
帯
員
1

人
(

証
書
必
要
)

申
込
方
法

手
帳
、
証
書
類
、

印
か
ん
、上
半
身
の
写
真
(
た

て
4
气

よ
こ
3
?

で
6

ヵ

月
以
内
に
撮
影
さ
れ
た
正
面

無
帽
)
と
、
旧
乗
車
券
を
お

持
ち
の
う
ぇ
、
直
接
窓
口
へ

申
込
・
問
合
せ
先

①
～
⑤
の

方
は
、
居
庄
地
域
の
福
祉
事

務
所
。
⑥
の
方
は
、
中
央
本

町
庁
舎
・
国
民
年
金
課
給
付

係
(
　
8
8
0
5
1
6
1
)
。
⑦
の

方
は
、
本
庁
舍
・
児
童
助
成

係
(

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

届
き
ま
し
た
か

シ
ル
バ
ー
パ
ス

7
0歳
以
上
で
、
本
人
お
よ
び

扶
養
義
務
者
等
の
6
3年
中
の
所

得
が
、
左
表
の
基
準
額
以
下
の

方
に
都
営
交
通
機
関
と
都
内
民

営
バ
ス
に
乗
車
で
き
る
シ
ル
バ

ー
パ
ス
を
、
民
生
委
員
が
9
月

末
日
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。

問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会

　
8
8
8
1
5
5
0

所得制限の基準額
( 63年中の所得)

有
料
シ
ル
バ
ー
パ
ス

を
発
行
し
ま
す

7
0歳
以
上
で
、
所
得
が
上
表

の
基
準
額
を
超
え

る
方
に
、
1
年
間

有
効
の
シ
ル
バ
ー

パ
ス
を
有
料
で
発

行
し
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
印
か
ん

を
持
参
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

受
付
開
始
9

月
2
5

日
か
ら
、平

日
の
み

受
付
時
間

午
前
9

時
～
午
後
2

時
4
5分

料
金
1

万
6
千
5
0
0円

※
1
0月
の
切
り
替
え
で
無
効
に

な
る
シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
、
区
民

事
務
所
、
本
庁
舎
・
老
人
福
祉

係
ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ

お
返
し
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

老
人
福
祉
係

眤
1
1
1
1

㈹

お
し
ら
せ

便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

特
別
区
民
税
・
都
民
税

国
民
健
康
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料

区
で
は
、
特
別
区
民
税
・
都

民
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、
国

民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
を

お
す
す
め
し
て
い
ま
す

。特
に
、
1
0

月
1
日
か
ら
1
1
月
3
0日
ま
で

を
、
口
座
振
替
お
す
す
め
月
間

と
し
て
、
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

口
座
振
鰆
の
手
続
き
を
す
れ

ば
、
各
納
期
日
ご
と
に
自
勳
的

に
納
入
さ
れ
る
の
で
、
聘
間
や

手
関
が
省
け
、
納
め
忘
れ
も
な

く
安
心
で
す
。

申
込
先

▽
預
金
口
座
の
あ
る

銀
行
、
信
用
金
廈
、
信
用
組

合
、
晨
協

▽
中
央
本
町
庁

舍
・
納
税
課
、
国
民
健
康
保

険
課
、
国
民
年
金
課

▽
区

民
事
務
所

持
参
す
る
も
の

▽
預
金
通
帳

▽
通
帳
印

▽
そ
れ
ぞ
れ
の

納
付
書

問
合
せ
先

い
ず
れ
も
中
央
本

町
庁
舎

▽
特
別
区
民
税
・

都
民
税
…
納
税
滕
整
理
係

　
跏
5
1
0
1

▽
国
民
健

康
保
険
料
…
国
民
健
康
保
険

課
収
納
管
理
係

　
巍
5
1
3
3

▽
国
民
年
金
保
険
料

…
国
民
年
金
課
保
険
料
係

　
8
8
0
5
1
6
1

足
立
区
職
員
募
集

職
種
お
よ
び
受
験
資
格
等

左

表
の
と
お
り

選
考
日
1
1
月
1
2日
(
日
)

採
用
予
定
年
月
日

平
虞
2
年

4
月
1
日

以
降

申
込
方
法
　

必
要
書
類

を
持
穆
ま

た
は
郵
送

申
込
期
間
　
1
0

月
1
3日

消
印
有
効

受
付
時
間
　

午
前
9
時
I

午
後
5

時
(
土
曜

曰
は
正
午

ま
で
)

申
込
・
問
合

せ
先

本

庁
舎
・
人

事
係

孚
m

一
千
住
I
-
4
-
1
8

　
駮
―
-
1
1

㈹
)

足 立 区 職 員 募 集
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国
民
年
金
Q
&
A

第6 回

大 切 な の は い ま
だ け 、そ れと も …

Q
私
は
3
4
歳
の
男
性
で

す

。
ま
だ
若
い
の
で

。
年

金
と
い
っ
て
も
ピ
ン
と
き
ま
せ

ん
。
年
を
と
っ
て
か
ら
考
え
れ
ば

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
…

。

A
国
民
年
金
は
、2
0歳
か

り
6
0歳
ま
で
の
す
べ
て
の

人
が
加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

年
を
と
っ
て
か
ら
や
、
万
が
一
に

備
え
て
助
け
合
う
制
度
で
す
。

で
す
か
ら

、
若
い
か
ら
と
い
っ

て
ほ
う
っ
て
お
く
と
、
将
来
、
あ

な
た
自
身
が
年
金
受
給
額
な
ど
で

不
利
益
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

あ
な
た
と
同
じ
よ
う
に
若
く
て

も
、
き
ち
ん
と
保
険
料
を
納
め
、

年
金
制
度
を
さ
さ
え
て
い
る
人
た

ち
に
も
、
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ

と
に
な
る
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
年
金
の
受
給
資
格
を
得

る
た
め
に
は
、最
低
2
5年
間
が
必

要
で
す
。

あ
な
た
の
場
合
は
、3
4歳
で
す

の
で

、
以
前
に
厚
生
年
金
な
ど
も

含
め
て
保
険
料
を
全
く
納
め
た
こ

と
が
な
け
れ
ば
、6
0歳
ま
で
の
納

付
期
間
は
ぎ
り
ぎ
り
と
な
っ
て
い

ま
す

。こ
れ
以
上
、加
入
か
遅
れ
る

と

、6
0歳
を
過
ぎ
て
か
ら
も
任
意

で
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

将
来
、
確
実
に
年
金
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に

、
今
か
ら
き
ち
ん
と

保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

Q
私
は
会
社
動
め
を
長
く

し
て
い
た
の
で
、
す
で
に

厚
生
年
金
(
老
齢
年
金
)
を
受
け
る

資
格
が
あ
り
ま
す

。
こ
の
た
び
退

職
し
ま
し
た
が
、ま
だ
5
5歳
で
す
。

6
0歳
ま
で
は
国
民
年
金
に
加
入

す
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
ほ
ん
と

う
で
し
ょ
う
か

。

A
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

な
ど
を
受
け
る
資
格
の
あ

る
人
で
も
、
退
職
唆
は
、6
0歳
に

な
る
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
6
1年
4
月
に
、

国
民
年
金
と
そ
の
ほ
か
の
年
金
と

共
通
の
年
金
と
し
て
、
基
礎
年
金

の
し
く
み
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、6
0歳
に
な
る

ま
で
は
、
全
国
民
が
必
ず
ど
れ
か

の
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

あ
な
た
が
、
退
職
後
6
0歳
ま
で

国
民
年
金
と
し
て
納
め
た
分
は
、6
5

歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
老
齢
基
礎

年
金
の
順
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

Q
今
の
生
活
に
精
一
杯

で

、
納
め
た
方
が
い
い
の

は
分
か
っ
て
い
て
も
、
年
金
の
保

険
料
ま
で
手
が
ま
わ
ら
ず
、
心
配

な
の
で
す
が
…
。

A
未
納
の
ま
ま
で
い
る

と
、2
5年
間
の
納
付
期
間

に
足
り
ず
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
、
満
額
に
な
ら
ず
、

少
な
い
年
金
し
か
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
収
入
が

少
な
く
て
生
活
が
苦
し
い
世
帯
の

場
合
は
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
さ
れ
た
期
間
は
、納
め
て

い
る
人
の
3
分
の
1
の
受
給
額
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
禾
納
期

間
に
は
な
り
ま
せ
ん
し
、生
活
に

余
裕
が
で
き
た
時
に
は
、1
0年
前

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

可
の
手
続
き
も
せ
ず
に

、
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
あ
な
た
に

と
っ
て
不
利
益
と
な
り
ま
す

。

ま
た

、
国
民
年
金
の
年
金
給
付

に
は
、老
齢
基
礎
年
金
の
ほ
か
に
。

障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎
年
金
、

募
婦
年
金
が
あ
り
ま
す

。

思
わ
ぬ
事
故
で
障
害
者
に
な
っ

た
り
、ま
た
、夫
に
先
立
た
れ
て
、

小
さ
な
子
供
と
生
活
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
ら
i

。

決
し
て
老
後
の
た
め
ば
か
り
で
は
4

り
ま
せ
ん
・
今
の
生
活
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
も
保
険
料
を
納
め

て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。

手
遅
れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に
、

ま
ず
窓
口
に
相
談
に
い
ら
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と

中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
年
金
課

　
8
8
0
5
1
5
1

▽
厚
生
年
金
保
険
、健
康
保
険

の
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

足
立
社
会
保
険
事
務
所

刪
0
1
1
1

納
付
書
(後
期
分
)
送
付
し
ま
す

平
成
元
年
度
後
期
分
(
平
成

元
年
m
一
月
～
平
成
2
年
3
月
)
の

国
民
年
金
保
険
料
納
付
S
を
1
0月

上
旬
に
送
付
し
ま
す
。
保
険
料
の

納
期
隰
は
、
翌
月
の
末
日
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
表
紙
の
裏
に
、
各
月
の

領
収
証
書
が
ま
と
め
て
印
刷
さ
れ

て
い
ま
す
。
切
り
離
し
た
り
、
破

つ
た
り
せ
ず
に
、金
融
機
関
の
窓

ロ
ヘ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、同
封
の
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
国

民
年
金
課
保
険
料
係巍

5
1
6
1

ね
ん
き
ん
相
談

足
立
社
会
保
険
事
務
所
の
年
金

専
門
官
も
参
加
し
て

、
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ

さ
い
。

日
時
1
0

月
4
日
(
水
)
、
午
前
1
0

時
1
午
後
3
時
3
0分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階
・
国

民
年
金
課
前

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
推

進
係

　
巍
5
1
5
1

福

祉
の

ま

ど

乳

幼

児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
困
つ
て
い
る

こ
と
や
悩
み
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

次
の
私
立
保
育
園
で
は
、
経

験
豊
富
な
ペ
テ
ラ
ン
保
母
が
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

▽
興

野
保
育
園
(
西
新
井
本
町
4

-
1
9
-
2
3
　
瞋
3
2
0
0
)

…
毎
週
月
・
土
曜
日

▽

観
隣
館
保
育
園
(

梅
田
4
-
2
9
-
6

昌
3
8
6
0
)

…
毎
週
水
・
金
曜
日

▽
新

田
保
育
園
(
新
田
2
-

―
-
1
0

　
9
1
4
6
4
6
6
)
i
毎

週
火
・
木
曜
日

相
談
時
間

い
ず
れ
も
午
前
9

時
1
午
後
5
時

相
談
方
法

電
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
児
童
助

成
係

　
唹
1
1
1
1

㈹

平成2 年度保育園入園児募集

12月1 日から受付開始

平
成
2
年
4
月
に
、
保
育
園
入

園
を
希
望
す
る
児
童
の
受
け
付
け

を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
1
2
月
1
日
～
1
5日

受
付
場
所

庄
所
地
を
管
輅
す
る

福
祉
事
務
所

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
平
成
元

年
度
分
住
民
税
額
が
分
か
る
も

の
(
納
税
通
知
書
、
特
別
徴
収

税
額
通
知
魯
ま
た
は
課
税
証
明

魯
)
　
▽
昭
和
6
3年
分
所
得
税

が
分
か
る
も
の
(
な
お
、
平
成

元
年
所
得
税
が
確
定
し
だ
い
、

平
成
元
年
分
の
も
の
を
提
示
し

て
い
た
だ
き
ま
す
)
　
▽
印
か

ん
※
本
年
度
中
の
入
所
に
つ
い
て
の

相
談
お
よ
び
申
請
は
、随
時
、
各

福
祉
事
務
所
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
各
福
祉
事
務
所

へ
。

▽
足
立
　
8
8
8
3
1
4
1

▽
中
部

　
8
8
9
1
4
8
1

▽
東
部
　
6
0
5
7
1
0
5

▽
西
部
　
8
9
7
5
0
1
1

▽
北
部
　
8
8
3
6
8
0
0

カ
ッ
パ
の

バ
ッ
ジ
発
売
中

販
売
価
格

単
品
2
0
0
円
、5
品
セ

ッ
ト
瞋
円

販
売
場
所

本
庁
舎
・
広
報
課
、

情
報
公
閧
課
お
よ
び
中
央
本
町

庁
舎
・
哢
報
公
開
課
分
室

問
合
せ
先

本
庁
舍
・
広
報
課

　
8
8
2
1
1
1
1㈹

1
0月
1
日
は
銭
湯
の

無
料
開
放
の
日

1
0月
1
日
百
)
、足
立
区
内
の

銭
湯
は
、一
斉
に
区
民
の
方
々
に

無
料
開
放
い
た
し
ま
す
。

た
ま
の
日
曜
、
親
子
で
広
い
浴

槽
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
、
背
中

を
流
し
あ
っ
て
み
る
の
も
良
い
も

の
で
す
。

な
お
、次
回
の
無
料
開
放
予
定

は
1
2月
2
2日
(
ゆ
ず
湯
)
で
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
健
康
管
理

課

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

湯 河 原

あ だ ち 荘

12月の利用案内

1
2月
分
の
利
用
申
し
込
み

は
、左
表
の
と
お
り
で
す
。

ハ
ガ
キ
は
、
区
内
在
住
・
在

動
の
方
で
、I
グ
ル
ー
プ
ー
枚

に
限
り
ま
す
。
重
複
申
し
込
み

は
、
無
効
で
す
。

な
お
、
1
2月
3
1日
の
利
用
は
、
1

月
分
に
な
り
ま
す
。

伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘

1
2月
は
休
館
し
ま
す

伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘
は
、
改

修
工
事
の
た
め
、
1
2月
は
休
館

に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
湯
河
原
あ
だ
ち
荘
を
利
用
の
方
で
、
駐
車
場
の
利
用
を
希
望
す
る

方
は
、
ハ
ガ
キ
に
「
駐
車
場
希
望
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
モ
ラ
ロ
ジ
ー
講
習
会
1
0

月
3

日
1
6

日

、
午
後
6
時
3
0分

～
9

時
/
竹
の
塚
社
会
教
育
館
/

「
幸
せ
っ
て
何
だ
ろ
う

」
/
2

千
円
/
足
立
区
モ
ラ
ロ
ジ
ー

連
合
会
・
足
立
北
事
務
所
、
大

西

　
8
5
5
3
6
3
6

☆
第
1
8回
地
区
大
会
カ
ラ
オ
ケ

発
表
会
1
0

月
1
日
百
)
、
午

前
9

時
3
0分
～
午
後
6

時
/
文

化
会
館
/
入
場
無
料
/
足
立
支

部

硫
0
3
7
3

=
募

集
=

☆
太
極
拳
ク
ラ
ブ

毎
月
第
1

・
2
・
3
月
曜
日
、
午
後
3
時
1
5

分
～
4
時
3
0分
/
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
柔
道
場
/
入
会

金
2
千
円

、
月
額
2
千
9
円
/

石
井

　
8
8
3
5
2
4
4

☆
茶
道
サ
ー
ク
ル
(

和
光
会
)

毎
月
第
1
・
3

金
曜
日
、
午
後
2

時
I
8

時
/
中
央
本
町
社
会

教
育
館
/
一
千
家
流
/
入
会
金
2

千
円
、
月
額
2
千
錮
円
/
秋

間

昌
0
0
3
9

☆
呼
吸
法
を
学
ぶ
会

毎
月
第
1

・
3
日
曜
日
、午
前
1
0時
3
0分

～
午
後
1
2時
3
0分
/
エ
ル

ー
ソ

フ
ィ
ア
/
入
会
金
千
円
、
月
額

千
円
/
斉
藤

　
8
4
8
4
9
3
2

☆
弥
生
会
着
付
教
室

毎
週
水

曜
日
、
午
後
6

時
3
0分
I
8

時
3
0

分
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
/
初
心

者
歓
迎
/
月
額
2
千
鴎
円
/

板

越

　
鰯
2
8
1
6

☆
子
育
て
の
会
(
は
と
ぽ
っ
ぽ
)

毎
週
木
曜
日
/
主
に
梅
田
児
童

館
、
五
反
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
/
子
育
て
し
な
が
ら
仲

間
づ
く
り
を
/
月
額
鬻
円
/

飛

田

　
8
8
2
5
7
2
5

☆
江
北
混
声
合
唱
団

月
2

回

程
度
(
土
曜
哽
、
日
曜
昼
間
)
/

青
年
セ
ン
タ
ー
/
ハ
I
モ
ニ
ー

を
楽
し
み
ま
す
/
年
額
2
千
円
/

大
沢

　
8
6
6
6
3
3
8

☆
練
功
十
八
法
S
C

ク
ラ
ブ

毎
週
月
曜
日
、
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
/
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
剣
道
場
/

入
会
金
2
千

円
、
月
額
2

千
沺
円
/
石
井

・
1
8
3
5
2
4
4

☆
手
編
み
サ
ー
ク
ル
(
一
実
会
)

毎
月
第
2
・
4
木
曜
日
、
午
後
1

時
3
0分
～
3

時
3
0分
/
竹
の

塚
セ
ン
タ
ー
/
月
額
千
溺
円
/

林

昌
9
9
0
6

☆
社
交
ダ
ン
ス

毎
週
月
曜
日

の
屋
間
、
土
曜
日
の
夜
間
/
鹿

浜
セ
ン
タ
ー
/
プ
ロ
の
ご
夫
妻

が
教
え
ま
す
/
入
会
金
千
円
、

月
額
2
千
5
0
0円/
友
本

　
8
5
5
3

リ
5
0

☆
煎
茶
道
教
室
(
翠
煎
会
)

金
曜
日
(
月
3
回
)
、
午
後
1
時
I
4

時
ま
た
は
午
後
6
時
～
9

時
/
青
年
セ
ン
タ
ー
/
初
心
者

対
象
/
月
額
2
千
沺
円
/
斉
藤

硫
5
4
5
6

☆
テ
ニ
ス
会

毎
週
火
・
水
・

金
曜
日
、
午
前
1
0時
～
正
午
/

都
市
農
業
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
/

朷
・
中
級
程
度
/
入
会
金
3

千
円

、
月
額
4
千
円
/
山
本

　
8
8
9
9
9
4
8

☆
手
話
教
室
(
初
心
者
入
門
)
1
0

月
1
4日
I
2

年
1
月
末
日
、

午
後
3
時
～
4
時
3
0分
/
大
谷

田
谷
中
・
東
綾
瀬
住
区
セ
ン
タ

ー
/
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
実
費
)
/

小
林

　
6
0
5
0
7
3
1

掲
示
板

□
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
の
税

金▽
個
人
か
ら
年
閧
6
0万
円
を
超

え
る
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き

に
は
、
贈
与
税
が
か
か
り
ま

す
▽
婚
姻
期
閧
が
2
0年
以
上
の
夫

婦
の
問
で
居
住
用
不
勳
産
の

贈
与
が
あ
っ
た
と
き
、
一
定

の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
、

最
高
2
千
万
円
ま
で
の
配
偶

者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

※
く
わ
し
い
相
談
は
税
務
署
の

窓
口
か
税
務
相
談
室
(
分
室
)
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
合
せ
先

足
立
税
務
署
(
　

捌
6
2
4
1
)

、西
新
井
税
務

署
(
　
Ⅲ
1
1
1
1
)

、
税
務

相
談
室
足
立
分
室
(
　
朏
8
6
9
2
)

□
喉
頭
が
ん
無
料
検
診

検
診
期
間
1
0

月
1
日
～
3
1日

申
込
期
間
9

月
2
0日
～
1
0月
2
0

日

申
込
方
法
6
2

円
切
手
を
は
っ

た
返
信
封
筒
に
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
、
封
書
で

※
受
診
票
と
検
診
参
加
医
療
機

関
名
簿
を
お
送
り
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

東
亰
都
耳

鼻
咽
喉
科
医
会
事
務
祕
(
〒
1
6
0

新
宿
区
西
新
宿
7
-
2
2
-
3
8

興
亜
第
2
ビ
ル
7
F
7
0
1

号
、
　
3
6
7
5
4
6
4
)

□
元
年
度
秋
、
青
年
海
外
協
力

隊
員
募
集

試
験
日

▽
1
次
(
筆
記
)
…
2

年
1
月
7
日

百
)
、
▽
2

次
(
面
接
)
…
2
年
2
月
1
3

日
～
2
0日
の
1
日

対
象

元
年
H
月
3
0日
現
在
、2
0

歳
以
上
3
9歳
ま
で
の
日
本

国
籍
を
も
つ
青
年
男
女

派
遭
期
間

原
則
と
し
て
2

年

間
、
条
件
が
整
え
ぱ
延
長
可

申
込
方
法

所
定
の
願
書
を
事

務
暘
へ

申
込
期
限
1
1

月
3
0日
消
印
有

効
※
募
集
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

青
年
海
外

協
力
隊
事
務
局
(
〒
図
渋
谷

区
広
尾
4
-
2
-
2
4

　
嶺
7
2
6
1
)

□
東
京
外
国
語
大
学
海
外
事
情

研
究
所
創
立
3
5周
年
記
念
連
続

講
演
会
「
転
換
期
と
し
て
の
現

代
世
界
」

日
時
9

月
3
0日
～
1
2月
1
6日

の
毎
週
土
曜
日
、
午
後
3

時

～
5
時
5
0分

場
所

束
京
外
国
語
大
学
3
3
0
1

番
教
室
(
費
用
無
料
)

内
容

変
わ
り
ゆ
く
世
界
、
地

域
か
ら
見
え
る
も
の
、
学
問

の
ゆ
く
え
、
総
合
パ
ネ
ル

ー

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

問
合
せ
先

柬
京
外
国
語
大
学

庶
務
課
学
亊
係

　
9
1
7
6
1
1
1

㈹

□
1
0月
1
日
か
ら
雇
用
保
険
法

の
一
都
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

雇
用
保
険
邏
用
亊
業
所
に
働

い
て
い
る
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

で
、次
の
条
件
を
尚
た
す
方
は
、

雇
用
保
険
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。
亊
業
主
の
方
は
届
出
を
お

頤
い
し
ま
す
。

▽
1
週
閧
の
所
定
労
働
時
閧
が
2
2

時
閧
以
上
3
3時
間
米
満

▽
1
年
以
上
の
雇
用
が
見
込
ま

れ
る

▽
年
収
が
9
0万
円
以
上
見
込
ま

れ
る

く
わ
し
く
は
、
足
立
公
共
職

業
安
定
所
適
用
課
(
　
8
8
2
1
2
8
7
)

ま
た
は
各
労
勳
保
険
事

務
組
合
へ

。

□
警
察
官
募
集

試
験
日
1
0

月
1
5日
(
日
)
…
1
0

月
5
日
締
め
切
り
、H
月
2
6

貝

日
)
…
H
月
1
6日
締
め
切

り

、
平
成
2

年
3

月
1
8
日

百
)
…
3
月
8
日
締
め
切
り

試
験
場
所

齧
視
庁
響
察
学
校
(

中
野
区
中
野
4
-
2
2
-
1
)

資
格

大
学
・
短
大
・
高
校
卒

業
見
込
者
ま
た
は
卒
業
者
で

試
験
日
現
在
2
8歳
未
禹
の
健

康
な
方

問
合
せ
先

千
住
齧
察
菁
(
　
8
7
9
0
1
1
0
)

、綬
瀬
暼
察
署
(

　
讎
0
1
1
0
)

、
西
新
井

齧
察
署
(

　
8
5
2
0
1
1
0
)

ま
た
は
近
く
の
交
番
ヘ
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フ ォ ト

ニ ュ ー ス あだち

7
月
下
旬
～
9
月
中
旬

チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
が
い
っ
ぱ
い

元
渕
江
公
園
ホ
タ
ル
ド
ー
ム
ガ
、
今
年
の
夏
は

チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
ド
ー
ム
に
早
変
わ
り
。
最
盛
期
の
8

月
中
旬
に
は
、
毎
日
愼
匹
あ
ま
り
の
チ
ョ
ウ
が

美
し
い
羽
を
ひ
る
か
え
し
て
飛
び
交
い
ま
し
た
。

8/ 4 ～6 ハ ワ イ から
チビ ッ コ サ ッカ ー チ ー ム

ハワイから少年少女サッカーチー乙(
総勢61人) が来区し、区内チームと親
善試合。ホームステイや交濺会、盆踊
りにも参加して、すっかりお友達にな
りました。

8/ 28 ～9/ 4
ベルモントから親善訪問
姉妹都市オーストラリア・ベル

モント 市から親善防周使節団( 市
長ら35人) が訪れ、提携5 周年の
配念式典が行われました。区内施
設見学や親善パーティーで、より
交濕を深めました。

国
際
交
流花 ざ か り9/ 1 防災訓練

25機関、1, 742人が参加して、荒川河川敷(
堋之内一丁目) で行われました。ピル火
災の消火やヘリコフターでの救助など、実
戦さながらの訓練が纐り広げられました。

情 報 コ ー ナ ー

「 ふ る さ と 足 立 」の テ レ ホ ン カ ー ド
情報公開課( 本庁舎・中央本町庁舎) 、
郷土博物館、広報課で発売中! !
1 枚700 円( 5O度数) 　3 枚 セット2, 1OO 円( 台 紙付)
問 合 せ先　本 庁舍 ・広報課　 　882- 1111( 代)

秋風 に吹か れて区内 散歩

第7 回区民歩け歩け大会

楽しく気軽に区内を歩いてみません
か。どなたでも穆加できます。
日時10 月10日( 祝)、午前8 時30分～9
時受付( 小雨決行、荒天の場合は

10月22日)
コ ース　 　A コ ース( フ ァ
ミリ ー向き) m 荒川千住
新 樵緑 地～都市農業 公園( 7. 5%

鳬) 　B コ ース(
健脚向 き) m 荒川 千住

釿橋緑 地～都市農業公 園
～見沼代 観水公菌 ～花畑
記念庭圜 桜花亭( 18% な)

※ 昼食は各自持 参。当日、
希 望の方には 都市農業公園
で 体力濕定を実 施し ます。

申込方法 当日、厦接スタート地点(荒
川千住新橋綾地) へ

問合せ先 本庁舎・体育振興係
882―1111㈹

東部区民福祉センター

第9 回婦人セミナー「昭和史を学ぶ」( 2)
歴史にはたした女性の役割

日時・内容 右表のとおり
対象 区内在住・在勤の女性で、
全回通して出席できる方
定員・費用40 人( 抽遭)、飛料
申込方法 往復ハガキ忙住所、
氏名( ふりがな)、年齡、電銛
番号、「掃人セミナー」と明記
※ 託児( 3 覘以卜) あり。
申込期限10 月2 日消印有効

第8 回セミナー公開講座

劇作家の立場から見た家族

日時10 月6 日(金〕、午後6 時3OS-
～81際301}

講師 高番玄洋氏( 嚠作簟)
定員・費用70 人(先着順)、無料
申込方法 直接窓口または電話

第9 回婦人セミ ナー日程表

時間はいずれも午後1 時3a分～4 時。10/ 11のみ午鰻1 時I s 力ら。

――いずれも――

場 所 ・申 込 ・問 合 せ 先 柬 部 区 民 福 祉

セ ン タ ー　 〒120 東 綾 瀬1 ―5 ―17

605- 7101

げんきっこ
一輪車教室

日時10 月8 ・22日、午後1 時30分～3
時

場所 東部区民福祉センター交通公園(
雨天の場合はセンター集会室)

対象 区内在住の小学生
内容 一輪卑の朷歩を楽しく学びます
指導 若江正徳氏( 区一輸車連盟理亊
長)

定員・費用 低学年・高学年各10人(
先着順) 、無料

申込方法 厦接窓口または電話
申込・問合せ先 東部区民福祉セン
ター 　605―7101

ボランティア
スク ール

日時・内容 右表のとおり
場所 青年センター
対象 ポランティア活勦に関
心のある方
定員40 人( 先驢J l l )
費用 無料
申込方法 匱接窓囗または電
話
申込・問合せ先 社会福祉協
頡会 　888- 1550 時問はいずれも午後1 時30分～3 時30分11/ 9

のみ 午前10時 ～午後1 時3(汾

動物たちとお話しよう
ふ れあ い 動 物 園

日時10 月8 日( 日) 、午 前10時 ～午
後3 時( 雨天の場合 は15日)

場所 荒川 日の出町緑地( 東武線鉄
櫺わき 、北千住駅下 車徒歩10分)

問合せ先 中央本町庁舎 ・公園管理
係 　880 ―5261

竹 の 塚 温 水 プ ー ル

休 館 の お 知 ら せ

休館期間10 月1日～平成3年12月
※ 改築工事により、地域体育館を併
般します。9 月30日は無料公閧、イ
ベントありの「さよなら思謝デー」
を閲催。ぜひ、ご来場ください。
問合せ先 竹の塚温水プール

850―1133

青年センターの催し
ヤングミセスの

子育てサロン
若いお母さ んたちが子育 てについて

学 んだり、話し合ったり できる場、「子
育てサロン 」を 閲設し ます。
毎月第2 水疆 日は、講演会 と話し 合

い のサロン。第4 水躍日は、おし ゃべ
り のサロンで す。 どなたでも自由 に、
気 軽に参加でき ます。
《10 月の予定 》
□ 講演会と話し 合いのサロン
日時10 月11 日( 水) 、午前10時 ～正午
講 演21 世紀へ の子育て
講 師 近藤充夫氏( 柬亰学芸大 教授)
定員 ・費用80 人( 先柵順) 、 無料
□ お しゃべりのサ ロン
日時10 月25 日( 水) 、午前1C時 ～正 午
テ ーマ　 私の子育 て
定員 ・費用80 人( 先着順) 、無料

第1 期「手づくり絵本で

読み聞かせ」
手づくりの絵本で読み聞かせをしよ
う、さらには親子で絵本を作つてみよ

うという方を対象に閾講します。
日時10 月14日～12月2 日の毎週土曜
日、午前10時～正午( 全8 回)
定員50 人( 先着順)
費用 無料(絵本製作の実費のみ負担)

ユース・トーク・セミナー
第1 回/ ボクたちは

熱帯雨林を守れるか?
地球全体を視野に入れながら、日本
の進む道を考えなけれぱならない今。
「地球時代に生きる」をメインテーマ
に、毎月1 回閲催します。第1 回は、
乱伐で深刻な問題になっている熱帯雨
林を取りあげます。
日時10 月8 日( 日) 、午後2 時 ～7 時
講師 柴曰 敬三FE{ 僂誌ア ップデ ート
発行人} 、他に、世界自然保護 基金ス
タ ッフ
定員・費用 圖人( 先穡順) 、 無料

――いずれも――
申 込方法 電 話
場 所・申込 ・問 合せ先 肓年センタ ー

　893- 0061

秋の
区内施 設めぐり

足立区観光協会主催

区内の施設をバスで巡つてみませ
んか。
日時10 月12日(木)、本庁舍( 千住)
鵤、午前8 時40分集合
主な見学先 五反野観水緑道、花畑
記念底園。炎天寺ほか
定員40 人(先着J I鰥)
参加費 　観光協会会員… 1, 500円
　会員以外… 2, 000円

※ いずれも辰食付き。当日お支払い
ください。
申込方法　9 月28日から電話予約
申込・問合せ先 足立区観光協会事
務局( 中央本町庁舎・巍工振興課
内) 　880―5191

《 老 人 会 館》

書 道 教 室
生 花 教 室

□ 書道教室
日時10 月～3 月の第2 ・4 火疆日(
月2 回) 、午後1 時～2 時30分

内容 書道を基礎から学びます
定員・費用30 人( 抽選)、無料
□ 生花教室
日時10 月～3 月の第2 ・4 水曝日(
月2 回) 、午前1〔X埓～正午

内容 柳古流生花を基本から学びま
す
定員・費用30 人( 抽選)、無料( た
だし、材料費一部負担)

――いずれも――
対象60 歳以上の区内在住の方
申込方法 直接窓口または電話
申込期限　9 月30日
場所・申込・間合せ先 老人会館
西保木間4―9―1　　859―9732

To. S. Y. T. 　240, 000


